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例 言

1 ．本壽は、北後志東部地区広域営農団地農道整備事業にともなう、

モンガクA・B．F遺跡の発掘調査報告壽である。

2 ．本諄の執筆は、モンガクA･F遺跡(それぞれ石器の項を除く）

と、遺物の分類・モンガクB遺跡の士器の項を工藤義衛が分拙し、

他は田才雅彦が行った。

写真撮影は、現場においては三浦正人(モンガクB) 、工藤義衛

（モンガクA･F)が、写塲においては立川トマスが根当した。

3 ．整理作業の分扣者は下記のとおりである。

士器復元・拓本 岸本朋子、小林晴美

士器実測・ トレース 藤内まゆみ、小林晴美

剥片石器実測・ トレース 山田真理子、湊 稗枝

礫石器実測・ トレース 高田京子、小林晴美

フローテーション ・資料選別 高橋立史、田中 ’|場子

川、泰代

遺物集計・計測 千葉まゆみ

図版作成 干葉まゆみ、 IH中暢子

なお、種子の同定については『PROJECT SEEDS』

に依頼した。

4 ．士器実測図・拓本は3分の1，石器実測図は2分の1に統一してあ

る。 また写真図版は、士器2分の1 ，石器5分の4に統一してある（モ

ンガクA遺跡の台石のみ2分の1)。

5 ．調査にあたっては、仁木町教育委員会の協力を得た。 また、次

の諸機関及び人々の指導・協力を得た。

仁木町役場産業課農政係、小樽市博物館土屋I司三・石神敏・松

木光治、北海道大学埋蔵文化財調査室吉崎昌一・椿坂恭代、久

保武夫、鍋島直久



目 次

例言

I 調査の概要･……．．…･…･……………． .……………･ ･…･………･………”………･ ･･…. .…･……･…･ 1

1 調査要項………･……･……………………………………………………………．．………･…･ 1

2 調査体制･………………………･……………………･…．．…………･…………………………1

3 調査の経緯……･………………………………･……………………………“…………･…･…1

4 遺跡の立地と環境･………………………………･…………………………………･…………6

5 発掘区の設定･ ･ ･ ･……………………･……………“…･……………･………･ ･…………･……8

6 遺物の分類…………………･ ･…．．…………………．．……………･…………･………………・ 9

Ⅱ モンガクA遺跡………･……………･…………．．…………･………………･………………･…･……･ ll

l 遺跡の概要…………･……………･…………･……･…………………･……･…………………12

2 層序･…………………………･…………………………………………………･ ･…･………･12

3 遺構…･…………･…･……………………･ ･……･…･……………………………･…………･14

4 包含層出土の遺物…………．．………”………･……･……………･……･…………”………･ ･20

5 まとめ……･……･………･……･…･ ･ ･ ･…･…･……･ ･ ･……………･………………･…･………･ ･42

Ⅲ モンガクB遺跡……･…･”………………………………･…･…･……………………･………………･45

1 遺跡の概要…………………………･……･………………･……………･…………･…………･46

2 層序……．．……………･…･………………………．．…･……………･……………．．…･………･46

3 遺構………………･…･………･………･………･…………･……･…･…･………………･…･48

4 包含層出土の遺物……“………………．．…．．…･……………………………･……･ ･ ･………･53

5 まとめ．…･ ･…･ ･…………･……･…･…･……･………………･………………………･……･ ･ ･…71

ⅣモンガクF遺跡･…………………………………･……………………………………………･………75

1 遺跡の概要………………･………………………･……………………………･…･……･……･76

2 層序･ ･……………………．．………． ．………･……･…………･……………･…………･……･76

3 包含層出土の遺物……･…．．………………･……………･…･………………･……………･…･77

4 まとめ…･………･……………･ ･ ･ ･…･………･…･……･……･…･ ･…………･……･……………89

写真図版･…………･………･……･…………･……･…･……………………………………………………･ ･91



I 調査の概要

1 ．調査要項

事業名北後志東部地区広域営農団地農道整備事業用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者北海道後志支庁

受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名モンガクA遺跡（北海道教育委員会登載番号D-18-4)

モンガクB遺跡（北海道教育委員会登載番号D-18-5)

モンガクF遺跡（北海道教育委員会登載番号D-18-9)

所在地モンガクA遺跡余市郡仁木町東町12丁目73悉地ほか

モンガクB遺跡余市郡仁木町東町10丁目25番地ほか

モンガクF遺跡余市郡仁木町東町12丁目90番地ほか

調査面積モンガクA遺跡2460nf

モンガクB遺跡36301Tf

モンガクF遺跡 730㎡

調査期間発掘調査昭和63年5月9日～昭和63年7月2日

整理作業昭和63年11月1日～平成元年12月31日

2．調査体制

昭和63年度（発掘調査、一次整理作業）

モンガクA・F遺跡 調査第一課長 種市幸生（発掘担当者）

嘱託 工藤義衛

モンガグB遺跡 文化財保護主事田才雅彦（発掘択当者）

文化財保護主事三浦正人、田口 尚

平成元年度（整理作業）

調査第三課長 越田賢一郎

文化財保護主事田才雅彦

嘱託 工藤義衛（6月30日まで）

3．調査の経緯

昭和58年4月、小樽市と仁木町を結ぶ広域農道整備事業に係る第一次埋蔵文ｲk財事前1昭和58年4月、小樽市と仁木町を結ぶ広域農道整備事業に係る第一次埋蔵文化財事前協議害が、北

海道後志支庁から北海道教育庁文化課に提出された。モンガクの遺跡群については、昭和60年9月20

日に提出された協議書に基き、同年10月30日に所在確認調査、翌61年6月10日～13Rに範|用確認調査

が実施され、工事計画の変更が困難な場合には、発掘調査及び一部立会調査が必要であるとの結論が

出された。

本事業にともなう遺跡の発掘調査は、昭和59年度の小樽市忍路1l遺跡を皮切りに、忍路土場遺跡

(昭和60～62年度) 、忍路5遺跡（昭和62年度） と小樽市内の遺跡が続き、昭和63年度は、余市町栄町5

遺跡と本遺跡群が対象となった。

なお工事立会部分の調査は、発掘調査期間中の5月19･26･27日に、北海道教育庁文化課が実施し、

モンガクB遺跡で発掘調査区との境で土壌1基(P8) を確認したほか、三遺跡それぞれに遺物を得

ており、本書で併せて報告する。
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図1 モンガクの遺跡群と周辺の遺跡 （国士地即院発行1 :500()0地形1頁I小樽西部･仁木）
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表1 モンガクの遺跡群と周辺の遺跡一覧(仁木町管内） 注:Nbは道教委登載番号で､図lに同じ

囮遺跡名 一 ｜時代､時期
AモンガクA(No4) 緬辮･巾'鋤
BモンガクB(No5) IH珊報､撤献
F モンガクF(No9)撒蹴蝋
3フレトイ 紋搬'卿続
6モンガクC 態献
7 モンガク， 繊献
8モンガクE 撒餓
10北町1 雌
l1南町1 細縦
12南町2 紺献
13南町3 撒献
15旭台 撤献
16 砥の川 繍

型|北町2 鰄縦

敏時牌･巾'鋤

辮i榊

儲
儲

内容 錘
幟
一
幟
一
締

文献
l～4

捌緬湖糊Ⅲ
敏時雌'卿繩ｽ脈

住居跡ほか
Tピットほか 2， 3

~1癖
溌
癖
溌
特
溌
辮
遍
詩

1， 2

癖
一
癖

未詳

表2 モンガクの遺跡群と周辺の遺跡一覧(余市町管内1 ）
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表3 モンガクの遺跡群と周辺の遺跡一覧(余市町管内2）注:X～Zは文献に記載がみられるが
未登載の遺跡

麺
３
｜
別

錘
幟

」
妙
祷
牽
辮
》
隷
祷
琴
辮
》
鋤

Nol遺跡名 ｜時代、時期
39旧美園競馬場 撤離
40沢町 撤献申，卿撤献
41シリパ沢 繕
42ヌッチ川 雌
44シリパⅢ鴨火台跡雌

45旧余市福原漁場鈩献
46登町7 瀞
47栄町4 撤献
48栄町5 撤蝿,卿
X本願力寺前の畑地繕
Y墓地山ｽﾄｰﾝｻｰｸﾙ 繕
Z 山田村西丘陵地 ｜繍

旧美園競馬場
沢町

登町7

栄町4

22

8

卿63年
２
｜
陞
一
郡

文献

1 阿部義平編 1968 『仁木町史』

2 寺田貞次 1919「余市附近の土地と古代住民」 『北海道人類学会雑誌第一号』

3 宇田川洋校註 1981 ･ 1983『河野常吉ノート 考古編1 ･2」

4 久保武夫 1967「余市平野のおいたちと水害」 『郷士の科学NQ55･56』

5 瀧川政次郎、島田正郎 1953「調査日誌」 『余市』地方史研究所編

6 松下豆 1973「北海道余市町大浜中遺跡の遺物一特に一括,'l',土した青磁について－｣『北海道考古

学第9輯』

7 余市町教育委員会、余市町郷士史研究会 1961 『大川遺跡一余市町大川遺跡発掘調査報告書』

8 久保武夫、佐藤利雄 1986「登町の先史時代」 『登郷土誌」登郷土誌作成委員会編

9 余市町教育委員会、余市町郷士史研究会 1962「遺跡木村台地(予報)」 『郷士史研究NQ6』

10 名取武光編 1970 『フゴツペ洞窟』

11 余市町教育委員会事務局 1956 『シリパ・ケルーン発掘概要』

12 五十嵐鉄 1934 「大谷地貝塚の屑位的研究』

13五十嵐鉄 1936 『大谷地貝塚出土土器に表れたる縄文土器の発達歴路』

14 久保武夫 1970「余市町附近のストーンサークルの分布」 『北海道の文化 18』

15大崎山遺跡調査団 1965 「余市町大崎遺跡第一次調査概要』

16 高倉新一郎、大場利夫 1965「余市町大崎山遺跡について」 『北方文化研究報告第二十輯』

17 余市町教育委員会 1968 『昭和42年度余市町大111奇山遺跡調査報告書』

18余市町教育委員会 1971 『天内lll一統縄文・擦文・アイヌ文化の遺跡』

19駒井和愛 1953「余市附近のストンサークル、環状列石墓、 その他」 『余市』地方史研究所編

20佐藤利雄 1977 「余市町登川流域丘陵より出土の石棒について」 『北海道考古学第13輯』

21 余市町教育委員会 1989 『沢町遺跡」

22峯山患 1958「ヌッチ川遺跡」 『郷士研究No.1』
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回推定包蔵地範|＃|、 N()は表’に同L
A･B･Fは発掘'又を示す。

図2 発掘区の位置と周辺の地形
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4．遺跡の立地と環境

現在「モンガク」 と呼ばれている地域は、 かつては「ムンカルシナイ」 と呼ばれていた（松浦武阿

郎の蝦夷I l l l l l取調図などに記載がある)。ひろくこのあたりの自然．歴史などの調査を続けておられる

久保武夫氏は、他の古記録などとも照合しながら、 ムンカルシナイ→モンカクスあるいはモンカクウ

ス→モンガクヘと転じたものではないかとしている(久保、 1983)。 「ムンカルシナイ」は、 『北海道蝦

夷語地名解』 （永田、 1972）では、 ムンーカルシューナイ (Mun-karush-nai)、茅を刈る沢と解釈されて

いるが、原義は、mun (草を) kar(刈り)us-i (つけている．所の) nai (沢）であろう。この沢が、今

回調査したモンガクA遺跡とモンガクB遺跡の問を流れている「モンガクの沢」 （図2参照）であり、今

でも渭例な水が豊富に流れている。周辺は現在水IH化されてしまっているが、往時は湿地が広がり、

アイヌ民族にとっては、 「I常生涌に欠かせない種々の草を刈るには絶好の場であったことが窺われる。

モンガクの小字名は、 この沢を中心とする丘陵地一帯に付されたものである。

仁木町の位置する辺りは、那須火山帯に連なり、火山活動を始めとする地殻変動の激しい地帯で、

殊に海底火l11の活動によってI1gll ',した、玄武岩・安l ll岩・石英安III岩・緑色凝灰岩(グリーンタフ）が

目立つことから、一名グリーンタフ地帯ともll平ばれる。モンガク丘陵を含む仁木町東部の丘陵地帯は、

赤井川カルデラを取り巻く外輪山の一角を構成している元服l｣I (げんぷくやま）、大黒11 l (だいこぐや

ま）及び、 カルデラの側火11 1である頂白山（ちようはくさん）の裾部にあたり、赤井川ローム層と呼

ばれる第囚紀の土層が厚く堆積している。

遺跡の上に立つと、眼下には余市平野が横たわり、北側正面にはシリパ山・モイレ山の威容がそび

える。余市平野の形成過程についても久保氏の詳細な論考がある （久保、 1965･ 1967，図3～6は同氏

の図を元図として使用している)。それによれば、縄文時代前期頃までの余市平野は、気候の温暖化に

よる海水面の|昇で溺れ谷（入海） となっており、 その範囲はほぼ標高10mの等高線と一致する(FI4)。

縄文時代中期頃になると、余市川の運搬する土砂が徐々に三角州を広げ、湾口には砂州(黒川砂丘)が

発達し、入海の、が狭められる('列5)。更に縄文時代晩期頃になると、海水面がほぼ現在の水準に達

し、黒川li'し丘の外側に大川砂丘が発達する。余市川は土砂の堆積を早め、入海の淡水化が進み、泥炭

の堆積が日立つようになる（図6)。やがて梅川・ ヌッチ川・余市川・登川などの流れを残して、入海

は完全にその姿を消し、温和な気候と肥沃な土壌に恵まれ、北海道有数の果樹園を擁する余市平野が

現什』,することになる(図3）。

こうした余市平野の発達に連れて、遺跡の分布もその範囲と密度を増し、古余市湾形成時代には丘

陵部に限られていたものが、次第に平野部や砂丘上へと展開していく様子がみられる。

モンガク丘陵には、現在8ヶ所の遺跡が登載されているが、本地域に遺跡が所在することは比較的

古くから知られており、北海道人類学会雑誌の第一号(寺田、 1919)に、 フレトイ遺跡と並んで早くも

その記載がみられる。 しかし、発掘調査が実施されたのは今[旧|が始めてであり、モンガクC･D･E

遺跡及び、余市町管内のモンガク古墳、モンガク遺跡とも、 その内容は詳らかではない。ただ、今|可

の限られた調査範囲の中でさえ、 IR石器時代から擦文時代までの各期の遺物がILI1,土しているように、

モンガクの沢を中心とした地帯は、黒曜石の主要な原産地である赤井川と余市平野とを結ぶ交通の要

衝に位置していることもあって、古くから人類の生活に極めて重要な場であったことは明白で、モン

ガク丘陵の遺跡群がもつ意味は真に大きいものがあるといえよう。
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5．発掘区の設定

発掘区は、道路予定センターラインを基準として諸定した(図7)｡F･A遺跡については、 SP.

1500地点とSP. 1600地点を結ぶ線を基線とし、 SP. 1500地'.'､<をX=2， Y-9とし、 X!ﾄIIIの正方

向を南(SP. 1600)側に、 Y軸の正方向を東(山)側とする座標を、 B遺跡については、 SP. 2100

地点とSP. 220()地点を結ぶ線を基線とし、 SP. 2200地点をX=9， Y=2とL 、 X軸の正方向を

南西(SP. 2300)仙lに、 Y軸のIF方向を南東(l11)側とする座標を設定した。

グリッドは(XY)で表示する10m×10mの大グリッドを基本とし、各々の大グリッドをlm×]mの

小グリッド (xy)100個に分割した。各グリッドの表示は、大グリッドの場合、 291又、 10･2区などとし、

小グリッドを指す場合には、 51-00区、 15･7-701叉などとした。

なおX1|iliの方位は、 F･A遺跡ではN-170｡ -W、 B遺跡ではN-134. 30' -Wである。
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図7 発掘区の設定と表示(右上は大クリッドの分割と小クリッドの表示）

引用参考文献

阿部義平編 1968『仁木町史』

太IH｣&平ほか 1954 ｢5萬分の一地質図幅説明壽仁木』

久保武夫 1965 「余市海岸の砂丘」 『余市高等張校紀要』

］967「余市平野のおいたちと水害」 『郷士の科学M)55･56』

1970「余市町附近のストーンサークルの分布」 『北海道の文化 18』

1983 「ふるさと再発兇 26 モンガクと言うところ」 『仁木町広報』

瀬川秀良 1974｢FI本地形誌北海道地方』

知用真志保 ］973 『知凧真志保著作集3生活誌･民族学編』

寺'千I貞次 1919「余市附近の士地と古代住民」 『北海道人類兼会雑誌第一号』

永田方正 1972 『北海道蝦夷語地名解』

仁木町郷士史研究会編 1983 『仁木IR地名録』

］986 「仁木ノ古地図』
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6．遺物の分類

土器

今回の調査では、縄文時代早期から擦文時代にわたる土器が出土している。便宜的に縄文時代早期

をI群に、以下順に前期、中期、後期、晩期にⅡ群、 Ⅲ群Ⅳ群、 V群をあて、統縄文時代にはⅥ群

を擦文時代にはⅦ群をあてた。

I群縄文時代早期：東釧路Ⅲ式（羽状縄文、組紐圧痕、撚り糸圧痕）

Ⅱ群縄文時代前期：中野式、綱文式（斜行縄文）

Ⅲ群縄文時代中期 a類：天神山式（萩ケ岡3式相当）

b類：柏木川式（ノダップⅡ式を含む）

c類：北筒式（ トコロ6類、小島の沢1， H式机当）

Ⅳ群縄文時代後期 a類：余市式（大沼忠春の煉瓦台式、靜狩式を含む）

b類：手稲砂山式

c類：大津式

。類：ウサクマイC式、 ルル泊|冤層式

e類：手稲式

f類：縦澗式

g類：堂林式

V群縄文時代晩期

Ⅵ群続縄文時代

Ⅶ群擦文時代

石器

剥片石器と礫石器とに大別し、更に器種毎に細分している。以下に器極毎の特徴を記す。

剥片石器

石錐尖頭器類の内、重量が59未満のもの。形態としては、有柄凸基、同平基、無柄凹基、柳葉形、

木葉形、菱形がある。

石槍尖頭器類の内、重量が59以上のもの。石槍と石攝との区分はしていない。形態としては、有

柄凸基、同平基、柳葉形、木葉形、菱形、五角形がある。なお、五角形のものについては重量に関ら

ず本類に含めた。 また、削・掻器として用いられたものもあると思われるが、両面力ll工で、ほぼ左右

対象形のものは本類に含めた。

石錐一般的に、 1幅広な基部をもつものと棒状のものがあるが、今回の調査では棒状の例はない。

挟入石器矢柄の研摩等に使用されたと考えられている石器。剥片の縁辺部に挾り（ノッチ)をもつ

もの。二カ所以上の挾りをもつものもある。

模形石器骨や木を|断ち割るのに用いられたと考えられている石器。両端あるいは四辺に階段状の

剥離がみられるもの。断面が凸レンズ状を呈するものが基本的な形態とされているが、文字通り 「榴

形」を呈するものも多い。

削・掻器エンド・スクレイパー、サイド・スクレイパー、 ラウンド・スクレイパー、つまみ付き

ナイフ等の定形的な石器のほかに、剥片を素材とし、縁辺に剥離を加えて明瞭な刃部を作州している

石器類を含む。先端を切り出しナイフ状に尖らせたものや、木葉形を呈するものがある。

R･F(retouchedflake)二次加工(retouch)のある剥片。縁辺の一部に剥離を加えて刃部を作,LI !,して

いるもの。 また、器種の特定ができない各種石器類の未製品等を含む。

－9－



U･F(utilizedflake)使用痕のある剥片。縁辺の一部に、使用の際に生じたと思われる刃こぼれ状

の連続剥離もしくは擦痕（肉眼での判別による）のみられる剥片。

石核繩文時代の石核の場合、旧石器時代にみられる石核と異なり定形的なものはほとんどない。

また、石質に問題があるためか礫皮を一度剥いだだけで放棄されている例も多い反面、礫皮を素材と

した石器も少なくない。従って、石核か否かの判断は容易ではない。 ここでは、同一打面から少なく

とも二枚以上の剥片を剥いでいるものについて石核として扱うこととする。

旧石器時代の石器

細石刃一ないし二本の稜をもち、両側縁が平行する幅1cm未満の縦長(長さが|幅の二倍以上)剥片。

棒状の木に、何本も並べて組み込み使用されたといわれている。 II1Wl cmを超えるものについては石刃

とした。

細石核細石刃を得る目的で調整された石核。

スポール両面体石器を調整し細石核とする際や、打面再生の際に剥離される調整剥片。最初に剥

離される|新而三角形の調整剥片をファースト ・ スポールと呼ぶ。

礫石器

石斧泥岩または片岩を素材としたものが多い。大半が破損品である。

たたき石円礫や楕円礫、棒状礫の端部・側縁部・腹背面に敲打痕を有するもの。一般にくぼみ石

と呼ばれるIU1状の敲打痕を有するものも含む。なお、 「トチむき石状」としたものは、渡辺(1980)に基

づく区分で、端部が使用によって偏平もしくは「V」字状を呈するものである。

すり石類主として安l l l岩の偏平礫をそのまま、 あるいは周辺部を剥離調整して形を整えて用いる。

この調整段階に止まり、未使用のものを「石板」 とした。今回の調査では使用痕の明確にみられるも

のはなく 、 3点共に「石板」である。

石冠石皿・台石と対になる道具で、すりつぶすことを同的として制作されたもの。鉢巻状に凹帯

を廻らすことによって把握部を作出している。

石錘漁拶の際に網の重りとして用いられたと考えられるもの。偏平な礫の二端、 あるいはPq方を

打ち欠いたもの。

砥石一面あるいは両面に擦痕や凹状の溝がみられるもの。

板状礫文字通り板状を呈する礫で、石皿・台石の素材として、 あるいはそのまま台石的に使用さ

れるもの。

台石作業台として用いられたと考えられるもので、一面あるいは両面に擦痕や敲打痕がみられる。

この他に、垂飾と思われるもの、珪化木、焼けた石が出土している。

引用参考文献

江別市教育委員会 1982 『萩ケ岡遺跡』

大沼忠春 1981 「北海道中央部における縄文時代中期から後期初頭の編年について」『考古学雑誌66

巻4号」

渡辺誠 1980「飛騨白川村の|､チムキ石｣『藤井祐介君追悼記念考古学論叢』
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Ⅱ モンガクA遺跡
廿ｍ

・
寸
囲

囚
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一一

1 遺跡の概要

本遺跡は、余市平野に向かって伸びる舌状台地

上に位置しており、北にシリパlllW、南にモンガグ

の沢を挟んでモンガクB遺跡を望むことができる。

今回は台地の頂上部から、沢の一部を含む北側の

斜面を調査した。 この沢は湧水が源となっており、

農業用水として利用されている。なお、沢の北側

台地縁辺部には、モンガクF遺跡が所在する。

本地点は長年畑地として利用されており、台地

頂上部はブドウ畑、斜面部分は、菜種、 ビート、

豆類などが柿えられていた。畑作にともなう整地

も幾度が行われており、斜面に何カ所かあったと

思われる平扣部分も、傾斜の均一化のためになら

されてしまっており、プラウ痕がⅣ層にまで届い

ている地点も認められた。なお、頂上部と斜而

の境界には段が設けられ、風防けの針葉樹が柿え

られていた。遺物は、 こうした整地、耕作によっ

てかなり動かされており、摩耗が甚しぃ。

出土遺物は、総数15209点で、 このうち土器片

が1206点、石器等が14003点である。遺物から判

明した遺跡の時期は、縄文時代早期から後期、擦

文文化期である。 また、確認した遺構は、住居跡

1軒、土壌5基であった。
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2 層序

I層表土（耕作土）

Ⅱ層黒色土（遺物包含層）

Ⅲ層暗褐色士（漸移層）

Ⅳ層黄褐色土（礫を含む）

V層暗褐色土

Ⅵ層黒褐色土

Ⅶ層黒色士（植物の根を多く含む）

Ⅷ層冑灰色粘土層（グライ化しており多量の

円礫を含む）

Ⅸ層黄褐色粘土層（酸化層）

X層黄褐色粘土層（Ⅳ層の崩落土）

沢部分は、整地による盛土が厚く堆積している

が、 もとの表土(V層)には遺物はみられなかった。
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3 遺構

今|可の調査で検出された遺構は、住居跡1軒(H-1)、土壌5基(P-1～5)である。以下、遺構

別に記述する。

H－1 長さ （確認面での最大値、以下同じ) 354cm、 li5301cm、深さ12cm。

18･8-671又周辺で楡出された。Ⅲ屑卜面で確認され、一部はⅣ層まで掘り込まれている。

18．8区付近は、 5～15cmの耕作土の下にすぐⅢ層が現われるが、 これは先に述べたような整地

作業により包含層が削られたためで、本来は、比較的平択な部分であったと思われる。北側半

分の立上りを捉えることができなかったのは、整地によって削られてしまったためである。

床面はあまり固くなく 、ほぼ平扣で、炭化物などで汚れ、黒曜石．珪岩などの剥片が散乱し

ていた。なお、 18･8-76区から一括土器が出土している。壁はやや斜めに立上り、壁際に柱穴

が廻っているが、斜面の下部では検出できなかった。

南側の壁からlmほど離れた地点に浅い小ピッ l､lをもち、 その東側に、栫円形の小ピット2

がある。 また、はっきりとした炉は検出されなかったが、覆土に多教の剥片．砕片とともに焼

士粒を含む小ピット3がある。

ILII,土した土器はいずれも縄文時代中期のⅢ群c類土器である。図10の拡大図は、床面から一

括で出士した土器の,'･11土状況図で、 口縁部から胴部にかけての約二分の一を欠く。図12-1は復

元実測図である。胎士にF1色岩片、石英なと÷を含み、器面は細かにヒビが入っている。口縁が

やや外反し、胴部が少しふくらむ器形である。口唇は丸みを帯び、刻みが施されている。 ll縁

はほぼ平担で、 口縁直下にはOI刺突文が廻っている。器面には、 LR+RL横II'1転による羽

状縄文が施され、 その上からほぼ4cm間隔で横位の綾繰文が施されている。口縁内側にも縄文

が付けられ、内面には横位の調整痕がみられる。口縁付近には炭化物が付着しており、同下半

部は、熱のため表面が剥落し赤褐色を呈している。口縁直下の刺突文には、内部が炭化物によ

って埋められているものもある。 2は覆土から出土した。口縁部はやや肥厚し、半裁竹管状工

具による二列の突引文が施されている。 さらに口縁直下にも突引文が一列廻り、 その下にOI

刺突文が施されている。 また、口縁部には数カ所、逆V字形に粘土紐が貼付され、刺突がりIIZ

られている。器面にはLR縄文が施され、綾繰文が横位に4cm間隔でつけられている。内面に

は横位の調整痕がみられるが、凹[n,を残している。 lとは、器形、文様、大きさなどに共通点

が多い。 3は2と同一個体の口縁部片であり、 4．5は2と同一個体の胴部片である。 6はRL縄

文力施され、焼成がよく固い。 7は口縁部片で、口唇部に突引文が施されているほか、口縁部

が肥厚し二列に突引文が加えられ、肥厚帯の直下に刺突文力施されている。器面にはRL縄文

が施され、横位の綾繰文と突引文が加えられている。 また、 口縁内側には縄文が施されている。

石器は覆土中から4点、小ピット3の覆土中からも4点が得られている。図12-8･9は、黒脈石製

の石槍未製品と基部片で、いずれも剥離が浅く、中央部分が凸状に残ってしまっている。 10は

基部・先端側に刃部加工のみられる礫皮片で、刃部はつぶれている｡ 11 ･ 12は一側縁に、 13は

両側縁に刃こぼれ状の剥離がみられる剥片である。この他に、石斧の破片と思われる片岩の剥

片2点がある。

剥片・砕片は、図11に示したように小ピット3を中心に、床面・覆土から総計539点が!III!土

している。内訳は黒硴石が354点、珪質頁岩など黒曜石以外の石質が]85点である。

士層注記1 黒色土（Ⅱ屑)、 2 略黄褐色士(1<Ⅳ層) 、 3 焼土粒を含む褐色士（Ⅳ＞

Ⅱ層）
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表4 モンガクA遺跡H-1出土復元土器一覧

’形|;；
(RL+LR)

’ ’ 刺敷､繍文､蹄噸

－16－



表5 モンガクA遺跡H-1出土石器一覧

W(m)
39．0

27．2

29．6

34．3

17．7

43.1

6．4

3．3

"(mm)
7．0

10．3

7．4

10.3

4．3

13．0

2．1

0．6

“髄童
5．0總6，は伽
6．8鞠片

5．6離版M､燐'甚諦､伽､つ伽
12．6－鵬】こ慨蜥

1．8－鵬】と慨繊､燐噸
17．2間鵬】こ『鰍
0．4叩螂片
0．1叩螂片

噸

総

蜥繊
鍬珊

ＪＪ
鵬鵬

一一

唾
露
鉦
露
語
一
幅
廼
侶
一
幅

垂
》
轆
轤
》
》
》
姥
壗

朧(”）
21．1

29．1

27．7

54．3

24．3

46．8

18．7

13．1

図番 岬一
咄
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恥
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》
礁
確
町
吋
叩
唖
計
討

８

９
~~

２
２

１

１

12-10

12-11

12-12

12-13

~

P－1 長さ88cm、幅64cm、深さ15cm。

16･8-75, 76区で検出された。Ⅳ層上面でプランを確認し、確認面での形状は楕円形を呈する。

士層からみると自然に埋没したものと思われる。南西の壁際に少量の炭化物がみられたのみで、

遺物は出土していない。

土層注記 1 黒色士(Ⅱ層)、 2 暗褐色士(Ⅱ＝Ⅳ層) 、 3 褐色土(Ⅱ＞Ⅳ層)、 4 暗黄褐

色士（Ⅲ＞Ⅳ層）

P－2 長さ122cm、幅160cm、深さ15cm。

18･8-17区で検出された。Ⅳ層上面でプランを確認し、確認面での形状は不整円形を呈する。

擴底及び南側の壁付近に火山灰粒を多量に含む層（2層)がみられた。土壌の北側にもこうした

層の存在が考えられたが、斜面の下側にあたり覆土がほとんど残っていなかったことから確認

できなかった。壌底部の西側から北海道式石冠が横倒しの状態で1点出土した(図13,図14-7)

ほか、擴底からやや浮いた状態で礫が2個検出された。石冠は一端を欠いているが、全体を非

常に丁寧に磨いている。作業面は全体に使い込まれた様子で、片減りはみられない。

本土壌の時期は縄文時代中期と考えられる。

土層注記 l暗褐色士(Ⅱ＞Ⅳ層) 、 2径2～5mmの火山灰粒を多く含む暗黄褐色土(Ⅲ＞Ⅳ層) 、

3火山灰粒を多く含む暗褐色土(Ⅲ＞Ⅳ層)、 4褐色土(Ⅱ＞Ⅳ層）

P－3 長さ130cm、幅124cm、深さ15cm・

19･8-82で検冊,された。プランはⅢ屑t面で確認し、確認面での形状は不整円形であった。東

南の壁際から土器の口縁部の大破片(図13,図14-1)が擴底からかなり浮いた状態で、 また西側

の壊底近くからは土器の底部(図14-2)が出土している。石器は石槍2点(図14-8･9)と、三角柱

状の礫が南寄りの壁際から出士しているほか、 11点の礫が出土している。図14-1は、平縁で口

縁直下に縄線文が一条めぐる。胴部がややふくらみ、器面には結束羽状縄文が施文されている。

内面には指頭による調整痕が見られる。口縁部には炭化物が厚く付着している。 2は墳底から

出土した底部である。器面にはRL縄文が施文され、底面は調整などによる凹凸が残っている。

内面には指頭による調整痕が見られ、中央部が盛り上がっている。 8は、逆刺をもつ石械であ

るが、 H－1出土の石槍同様に、剥離が十分に伸びずに凸状に残った部分がある。同9は、柳

葉形を呈す石槍であるが、基部が本土擴内からの出土で、先端部は19-9区から出土したもので

ある。

本土壌の時期は、出土土器片から縄文時代中期後葉と考えられる。

士層注記 l黒褐色士(Ⅳ＞Ⅱ屑)、 2ロームブロックを含む暗黄褐色士(Ⅲ＞Ⅳ層）

P－4 長さ98cm，幅84cm、深さ32cm｡

22.8-35区から検出された。Ⅳ層上面でプランを確認し、確認面での形状は円形を呈する。壁

はオーバーハングし曠底は平机である。士層は明確に自然堆積であることを示していたが、士
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擴下部やや東寄りの覆土4層中に、 白色粘土状の物質が検出された。骨の可能性があると思わ

れるが確認できなかった。覆土から土器片が1点(図14-3)、剥片2点、礫1点が出土している。

図14－3は北筒式土器に比定されるⅢ群b-3類土器である。口縁部は肥厚し、 LR縄文が施

文されている。器面は摩耗し赤褐色を呈している。 また、規模、形状ともに類似する隣接のピ

ット5からも、同時期の土器片が出土している。

本土壌の時期も、出土土器片から縄文時代中期後葉と考えられる。

土層注記 l黒色土(Ⅱ層) 、 2暗褐色士(m層)、 3褐色土(Ⅳ＞Ⅲ層)、 4小礫を含む暗褐色士

(1V>I･Ⅲ層)、 5黒色士(H層）

P－5 長さ77cm，幅68cm、深さ26cm<
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22.8-37区で検出された。Ⅳ層上面でプランを確認し、確認面での形状は円形を呈する。壁は

オーバーハングし壊底は平担である。確認面付近の士層は自然堆積を示しており土壌の上面は

くぼんでいたと思われる。遺物は、覆土から土器片5点（図14-4～6)、削・掻器1点（図14-10) 、

すり石片1点(同11)、剥片4点が出土している。図14-4は口縁部破片で、口縁に三列の突引文を

施文し、 その直下にOI刺突文を加えている。 5は胴部破片で、器面は暗褐色を呈し、摩耗し

ている。 10は削・掻器の先端部片と思われるもので、かなり焼けている。 l1はすり石片で、剥

離調整が施されている。 10同様に焼けている。

土層注記 l陪褐色土（Ⅱ＞Ⅳ層)、 2黒色土(Ⅱ層)、 3ローム粒を含む暗黄褐色土(Ⅳ＞Ⅱ層) 、

4褐色土(I ･I>Ⅳ層）

唾

蕊屋態
／

I

’ 7

零"寧
一

10

I

Ｉ
Ⅷ－ 8

0 ｡ 図14土壊出土遺物
表6 モンガクA遺跡土壌出土復元土器一覧

I

皇|遠撞層圃器形|"(cm) |唯(cm)I"(cm) |特徴
1 P-3覆土深鉢(17.2) 19｡8 一輪､ﾛ繩下|轆文､湫繊(RL+LR)､蹄焔
2 P-3覆主深鈍1_5&)L- 7.2蹄肪､雌RLMX

｜

朧

表7 モンガクA遺跡土壌出土石器一覧

喧國置詞器種層位歴調
14-7 P-2 石冠覆土安山岩
14-8 P-3 石槍覆土黒曜石
14-9 P-3 石槍覆土黒曜石
14-10 P-4削・掻器覆土黒曜石
14-11,P-4すり石片覆土安山岩

"(mm)IM(m''n)
85.7 105．9

42．9 20.4

77．5 27．9

18．2 26．6

63．4 53．7

ｊ
５
０
６
９
５

ｍ
夙
孔
Ｑ
ａ
Ｌ

く

－

４

１

１

竪 "(9)備考

610 一端噸
3．1鋤あり

22.0W報､燐は19-9区I勵拙士
2．0燐鮴閥鵬師加､伽てり6
32.1伽てI'5
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4 包含層出土の遺物

土器

モンガクA遺跡からは、 1206点の土器が出土した。時期は多様で、縄文時代早期から擦文文化期に

及んでいる。 しかし、 その多くは長年にわたる整地作業や耕作によって摩耗した小破片で、復元し得

たものはなかった。以下、分類別に記述する。

I群土器(FI15-1･2)

縄文時代早期の土器である。 1は平縁で口縁直下に一条の撚糸文が廻っている。器面は摩耗が甚し

い◎ 2は器面に絡条体回転文が施されている。用いられている絡条体は、撚りの方向が違う二本の撚

り糸を組み合わせたものである。

Ⅱ群土器( I"15-3～8)

縄文時代前期の士器である。 3は器面が暗褐色を呈し、太めの縄文がほぼ水平に施されている。口

縁は平縁で、内面には横位の調整痕がみられ、胎士に繊維を含む。、縁下に補修孔がみられる。 4は

器面にRL繩文が施されており、 よくみると部分的にLR縄文もみられる。内面調整は比較的粗く、

指頭によるIU1[n'がみられる。胎士に繊維を含むがそれほど顕著ではない。「I唇は薄くなっている。 5

は口唇が薄くなっており、胎士に繊維を含む。器面にはRL縦同転の縄文が施されている。 6は器面

にRL縄文が施されており、赤褐色を呈し摩耗が甚だしい。胎土には繊維を含んでいる。 7は太めの

LR縄文が施され、胎土に少量の繊維を含む。内面の調整は粗く、指頭による凹凸が顕著である。 8

は胎土に繊維を含み、器面には太めの縄文が施されているが、やや摩耗している。

Ⅲ群土器（図15-9～図18-110)

縄文時代中期の土器群である。天神山式、柏木川式、北筒式の三類(a～c)に細分したが、 いずれ

も中期後半の土器である。

a類（図15-9）

器面にRL縄文が施され、口縁部は肥厚し、二列の突引文が施されている。口縁部突起の直下にV

字形の貼付帯が設けられ、 これに連なってジグザグ状の貼付帯が垂下する。貼付帯の下端からは二本

一組の半裁竹管状工具による沈線が延びている。内面は指頭による調整痕がみられる。

b類（'叉115-10～図16-30)

10･ 11は同一個体である。 10は口唇及び器面に複節縄文が施され、 I I縁部に縄線文が二条横環し、

その下に斜めに抑圧が加えられている。横環する縄線文の上から、径0.2cm程の棒状工具による01

刺突文が力IIえられている。内面には指頭による調整痕がみられるが、ごく粗いものである。胎士には

繊維を含んでいない。 11は口縁に二条の縄線文が横環しているほか、 その下に斜め右下がりの縄線文

が二条みられる。 12は胎士に繊維を含む。口縁は平縁で、二条の縄線文が横環する。口唇は丸みを帯

び、内面には乱雑な条痕文がみられる。 13～16は同一個体である。 13は赤褐色を呈し、比較的焼成は

よい。 14は器面が著しく摩耗している。 17は器面の摩耗が著しく、文様が非常に見え難くなっている

が、口縁に二条の縄線文が廻っている。 18は焼成がよく硬い。口縁直下に無文帯をもち、 その下に縄

線文が廻っている。口唇は丸みを帯び、やや外反する。 19は口唇部に貼付帯をもち、 その直下が磨消

されている。胴部には羽状縄文(RL+LR)が施されている。口唇は無文で、貼付帯の継き．目がみえ

る。内面には横位の調整痕がみえる。 20は、 19と同一個体と思われる口縁下から胴体下部の破片で、

羽状縄文が施されている。器而上部と内面の底部付近には炭化物が付着している。 21は口唇に刻みが

施されている。口縁は波状でやや外反し、頂部から右下がりにささくれた工具による沈線がみられる。

器形は胴部にかけて少しくびれ、内外面にRL縄文が施されている。胎士には白色の岩片を含んでい
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る。岩片の大きいものには、径1cm程のものも含まれている。 22は折り返し口縁で、 わずかに肥厚し

た部分の直下に半裁竹管状工具による横位の突引文が施されている。内面調整はごく粗い。 23は22と

同じく折り返し口縁で、肥厚帯に二条の縄線文が施されている。 また肥厚帯の直下に横位の縄線文が

施され、頸部にはささくれた工具による沈線が横位にみられる。 24は胴部の破片で、器面は赤褐色を

呈し焼成は良好である。貼付帯が横環し半裁竹管状工具による突引文力流されている。貼付帯の直下

と内面には縄文が施されている。 25も111部片で、縦位の貼付帯が施されている。貼付帯には半裁竹管

状工具による刺突文が加えられている。 26は器面に横位の綾繰文が施され、 その上に25と同様の貼付

帯が設けられている。 27は口縁が外半し、口辱に縄の押圧が施文されている。器面には半裁竹管状工

具による横位の突引文が施されているが、摩耗が著しいため地文やその他の文様ははっきりしない。

内面も著しく摩耗しているが焼成は良好である。 28は内外面とも摩耗が著しい。口唇は丸みを帯び平

縁で、、縁部に肥厚帯が設けられ、棒状工具による刺突が加えられている。器面にはRL縄文が施さ

れている。 29は口唇に竹管状工具による刺突列が施文され、器面にはLR縄文が施されている。内面

には横位の調整痕がみられる。 30は口辱が薄くなり、器面に半裁竹管状工具による突引文が施されて

いる。

c類（図16-31～52)

31～33は同一個体である。口縁がやや外反し、胴部が少しふくらむ器形である。口唇は丸みを帯び、

何カ所かに突起が設けられており、半撒竹管状工具による刺突が加えられている。口縁には01刺突

文が施されている。刺突文の間隔はかなり広く 、 5～6cm以上はある。突起の直下などの数カ所から突

引文が垂下し、器面にはLR縄文が施されている。内面には横位の細かい調整痕がみられる。 33は胴

部の破片で、器面にはLR縄文のみが施されている。内面はへう状工具による調整がやや乱雑になさ

れている。 34は口縁が外反し、口辱及び口縁直下に半裁竹管状工具による突引文が施されている。器

面にはRL縄文と横位の綾繰文が施され、 その上にOI刺突文が加えられている。 35は器面にRL縄

文が施されている。口唇は薄く尖り、口縁に二列の突引文が廻っている。 36は口唇及び口縁のやや肥

厚した部分に突引文力流されている。肥厚帯の下にはOI刺突文が加えられ、器面脇び内面にはLR

縄文が施されている。 37は口縁に半裁竹管状工具による突引文が二列施され、内外面にはLR縄文が

施されている。突引文の直下にはOI刺突文が加えられている。 38は口縁がやや外反し、二列の突引

文が施され、 その直下に01刺突文が加えられている。内面には炭化物が付着している。 39は器而の

摩耗が著しい。口唇はやや角張り、 ’ 1縁部のわずかに肥厚した部分に二列の突引文が施されている。

40は口縁が折り返され、肥厚した部分に竹管状工具による刺突文が加えられている。器面の摩耗が著

しい。41は口縁が断面三角状に肥厚し、肥厚帯及びその直下に突引文が施されている。器面にはLR

縄文が施されている。なお器面は摩耗が進んでいる。42は口唇に棒状工具による刻みが施され、口縁

部の肥厚帯には二列の刺突文が加えられている。これも器面の摩耗が著しい。 43も42同様に、口唇に

棒状工具による刻みが施され、口縁部に竹管状工具による刺突文が加えられているが、 43に比して口

縁部は薄い。44は突起部である。口唇には突引文が施され、頂部から貼付帯が垂下し、n縁の下1cm

程に肥厚帯が設けられている。肥厚帯上端には突引文が加えられており、内面にはLR縄文が施され

ている。 45は口縁の肥厚帯に二列の爪形文が施されて、肥厚帯直下に加えられたOI刺突文からは突

引文が垂下する。46は折り返し口縁で、二列の爪形文が施されており、 45と同一個体かと思われる。

47は口縁部が|析面三角形に肥厚し、三列の突引文が施されている。内面にはLR縄文が施されている。

48は器而の摩耗が著しく文様が判然としない。49は口縁がやや外反し胴部が少しふくらむ器形で、口

唇と器面にLR縄文が施されている。 I1縁部に加えられたOI刺突文の下に横位の綾繰文が施されて
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いる。 50～52は同一個体の土器のllliil部である。 50は器面にRL縄文が施され、横位に廻らされた突引

文の上に、直交するように縦位の突引文が加えられている。 51は器面の摩耗が著しいが、同様の突引

文がみられる。 52は羽状縄文(RL+LR)が施されている。

53～110は、Ⅲ群に属するが地文のみのため類別に分けることが困難な資料である。53は陪褐色を呈

する器面に結束羽状縄文が施されており、内面にはLR縦回転の横走縄文がみられる。 58･ 59は横走

する綾繰文が施されている。 61は内外面にLR縄文が施され、口唇に刻みが加えられている。82は胎

士にわずかに繊維を含む。

Ⅳ群土器（図19-111～136)

縄文時代後期の土器群である。いずれも初頭から中葉にかけての資料で、余市式、手稲砂11 1式、大

津式、 ウサクマイ式、手稲式、鯲澗式の六類(a～f)に細分した。

a類（図19-111～116）

111は口縁が外反し器面にLR縄文が施されており、縄文の切れ目に稜がみられる。焼成は良好であ

る。 112は口縁がやや外反し、口唇が丸みを帯びわずかに肥厚している。 113は内面に横位の調整痕が

みられる。焼成は良好で断面に帖士を接合した筋がみられる。116は結束羽状縄文が施されている。

b類（図19-117～127)

117は、 「1縁が肥厚し突起部をもつ。肥厚帯には二条の縄線文が廻り、突起部の直下にV字状の貼付

帯が設けられている。器面にはLR縄文が施され、 ささくれだった工具による弧状の沈線などが加え

られている。内面にもLR縄文が施されている。口縁上部及び内面には炭化物が付着している。118は

117と同一個体で、 ささくれだった工具による沈線が施文されている。120は弧状の沈線が施文されて

いる。124は同心円状の沈線文が描かれており、その間を部分的に短い沈線で充填している。 127は鋭さ

の感じられる深い沈線が弧状に描かれている。

c類（図19-128)

口唇が薄くなり、横位に蛇行した貼付帯が設けられている。器面の摩耗が著しい。

d類（図19-129)

器面にLR縄文が施され、矩形の沈線文が配されている。内面は摩耗しており調整痕などを観察す

ることはできなかった。

e類（図19-130）

無文で内外面の調整は粗く 、口唇は薄くなり内傾している。

f類（図19-131～134)

13]は口縁が波状をなし、外而と内面の一部及び口唇部にRL縄文が施されている。内面は良く磨か

れており横位の調整痕がみられる。口唇に縄文を施すのはd類などにみられることから、Ⅳ群。類に

含まれる可能性もある。 132はLR縄文が乱雑に施され、 その上に沈線文が配される。 133･134は底部

である。 134は内面が黒色を呈し炭化物が付着している。

V群土器（図19-135)

縄文時代晩期の士器である。横走する沈線文が施され、内面は良く磨かれている。

Ⅶ群土器（図19-136）

擦文文化期の士器である。ややふくらみをもつ川部からほぼ直立する頸部にかけての破片である。

器面は淡い楕色を呈し、頸部にはささくれた棒状工具による沈線が加えられており、胴部にはハケ目

状の調整痕がみられる。
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表9 モンガクA遺跡拓影掲載土器一覧（2）

匙畷濁國■躯瞳
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表10 モンガクA遺跡拓影掲載土器一覧（3）

図番 分類
111Wa

112Wa

113Wa

114Wa

115Wa

116Wa

117Wb

118IWb

ll9Wb

120Wb

121Wb

122Wb

123Wb

124Wb
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136 W

雌一服
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17．
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20．

19．
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18．
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Ⅱ深鉢
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石器等

石器等の器種．グリッド別の点数は次頁の表に示したとおりで、遺構外からの出土は14624点、 こ

のうち石器は204点である。出土地点の分布には極端な片寄りはみられないが､耕作等の影響でかなり

動かされているものが多いと考えられるので、本来の分布傾向は捉えることはできない。器種別には

石鍛・石槍が多いが、 その大半が未製品あるいは破損品である。 また、石皿の出土がなく、台石もわ

ずか1点の出土である点が特徴的である。

石鍼は20点の出土で、 このうち未製品が8点ある。石材は全て黒曜石である。形態は無柄凹基4点、

有柄凸基6点、同平基1点、柳葉形・菱形各2点、不明5点である。図20-1は、無柄凹基の未製破損

品である。 5はかなり肉厚のもので、石錐の可能性もある。なお、未製品で｢折れ｣としたものは、調

整加工中に折れたと思われるもの、 「つぶれ」としたものは、剥離が十分に延びず、凸状に残ってしま

った部分があるために、製作途中で放棄されたと考えられるもの、 「はがれ」としたものは、剥離が大

きく入り過ぎてしまったために、放棄されたと考えられるものである。

石槍は47点の出土で、未製品が21点ある。石材は頁岩が3点あるほかは全て黒暇石である。形態は

逆刺をもつもの7点(有柄冊基6点、同平基1点) 、逆刺のないもの12点(柳葉形4点、菱形3点、木葉

形5点) 、不明28点である。

石錐は、図20-19に示した基部幅広のもの1点が出土しているだけである。

削・掻器は27点の出土で、頁岩製が4点あるほかは全て黒曜石製である。つまみ付きの例は、図20

-20･ 24･26の3点でいずれも縦長である。先端を切り出しナイフ状に尖らせている例は、図21-31･

32など3点がある。 ラウンドスクレイパーは、図2021 ･ 25,図21-35など6点、サイドスクレイパ

ー （図20-27) 、エンドスクレイパー(同28)、サイド・エンドスクレイパー(同29)が各1点ある。図20

-22は木葉形を呈するもので、主剥離面の打点側を先端としている。

櫻形石器は、いずれも黒曜石製のもの4点が出土している。

R･Fは30点あり、 うち2点が頁岩製、 U･Fは14点で、石質は全て黒曜石である。

石核は26点の出土で、素材は全て黒唯石である。

石斧は破片を含めて12点が出土している。石材は泥岩5点、片岩6点、粘板岩1点である。図22-

51は刃部のみを研ぎ出したもので、刃部には刃こぼれ状の剥離が顕著である。同52は、すり切り痕を

残すものである。

たたき石は14点が出土している。石材は安山岩が11点と圧倒的で、凝灰岩・凝灰質砂岩・砂岩が各

1点ある。重量は209～6609で、平均は4039である。図22-54･ 55はいわゆるトチむき石状の使用痕を

もつものである。図23-56は三面に二カ所ずつの凹痕をもつ｡ 57は両面に凹痕が連続して残されてい

る。 58は使用痕は不鮮明であるが、握り部分に丹念な剥離調整が施されており、 57のように両面を使

用するタイプのものと思われる。

すり石は3点が出土している。いずれも使用痕は明確でないが、偏平な楕円礫に剥離調整を加え、

一辺を薄く作出して作業面とするものである。石材は2点が安山岩、 1点が凝灰質砂岩である。

石冠は2点が出土している。共に安山岩製で、両端を欠いている。使用面は片減りが目立つ。

石錘は、未製品と思われるもの2点が出土している。石材は安山岩と玄武岩である。

台石は、安山岩を素材とし一面を磨いて平らにしたものl点が出土している。
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表11 石器等分布一覧
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表12モンガクA遺跡出土剥片石器一覧（1）
(単位は､mと9)

竺

碓

碓

諭

Ｌ
ｌ
２
３

１
１
－
Ｏ
Ｌ
－
ｑ
Ｊ

グリッド鮒
15． 8-28im

16．10 1

17･ 8 1

17． 9 1

18． 8-78 n

18． 9 1

19． 8-41m

19･ 9 1

19． 9 1

19． 9 1

19． 9 1

19･ 9 I

19･ 9 1

19･ 9 1

20． 8 1

21． 8－25 Ⅱ

21･ 9 1

22･ 9 1

表採 I

表採 1
15･ 8 1

15･ 8 1

15｡ 8 1

15． 9 1

15･10 1

15･10 1

16． 7 1

16･ 8 1

16･ 8 1

16･ 8 1

17･ 8 1

17． 9 1

17． 9 1

17･ 9 1

17． 9 1

18･ 9 1

19． 7-98n

19． 8 1

19･ 9 1

19･ 9 1

19． 9 1

19．10 1

20． 8 1

20･ 8 1

20． 8 1

20･ 8 1

20． ~8 1

20． 8 1

20． 8－40 Ⅱ

20･ 9 1

21･ 8 1

21． 8 1

21． 8 1

21･ 8 1

21･ 8-06 n

21． 9

22． 9

17･ 9

17． 9

21． 8

21･ 8

_五fL|長さ一幅 ｜厚さ|重量｜形態｜ 値 考 ｜醜｜
黒曜石31.9 20.8 3.1 2.0鯏凹勘總品､焼榊 1
黒曜石31．9 14．7 5．6 2．2棚凸甚 舟勅ｻｶ}こ噸 2
黒曜石24．2 11．0 4．2 1．0棚凸甚 燐燗 3
黒曜石32．4 19．9 4．5 2．8 機6，基鯏榊
黒曜石31．5 22.6 7.2 3.5 棚雌綴&､つ卿
黒曜石22．3 16.4 2.5 0.6鯏鵬郷醗噸､Rつか； 4
黒曜石41.3 11.0 6.6 1.9棚雌 一献峨雛瀞 5
黒曜石40.5 11.9 4.3 1．7 *"､肺､胤|ﾅ鯏腋M
黒曜石23．6 11．5 4．5 0．9 總&､鮴､伽てM
黒曜石28.1 18.0 3.8 1.4鋤 6
黒曜石26.6 16.2 3.5 1.2棚凹甚 燐つ“､一鱸燗 7
黒曜石 32．0 14．3 4．4 1．4棚穗燐纐 8
黒曜石18.5 14.5 3.1 0.8鯏鵬燐焔
黒曜石29.0 12.3 3.9 L2鱸ル 總6，つ“
黒曜石15.0 12．9 2.5 0.4 鋤片
黒曜石20．2 8．6 2．5 0．3鵬ル 9
黒曜石 33.5 15.1 5.0 2.0棚雌総力榊|鋪､-鵬ｷズ 10
黒曜石29.6 13.3 3.1 1．3 纈&､フ“､鮴
黒曜石24.014.6 436 1.1椛雌綴&､つ紬､総帥
黒曜石25．3 14．0 4．9 1．2鋤 綿纐
黒曜石28．1 23．5 6．9 3．8 縄&､鮴
黒曜石28．8 16．7 7．3 2．8棚鰹郷噸
黒曜石24．0 16．0 4．9 1．8 総'郷纐
黒曜石55.5 22.0 11.0 11.8鱸ルカ 纈品､つ‘ハ
黒曜石48．0 21．0 10．0 8．5鱸ル 總&､フ卿
黒曜石29．5 16．4 6．4 2．7樺ル 総力鋤に焔､鵬つ卿聴
黒曜石41.2 21.7 6．9 5.5鋤力 總6，つ“
黒曜石41.5 28.6 8.5 9.1 獅片
黒曜石44.430.6 9.0 12.4樵ル 燐燗
黒曜石58.8 27.7 7.9 9.5棚嘘 11
黒曜石30．528．7 11.3 8.7 諦片
黒曜石17.9 18.3 4．5 1.5 蹄片
黒曜石36.1 29．6 10.3 9.4 錦片
黒曜石36．2 22．9 6．3 4．6樵ﾙカ 縄6，つ卿
黒曜石29．2 22．6 6．2 3．6 甚紬
黒曜石10.5 10.4 4.0 0.5 螂片
黒曜石66.2 24.0 9.7 16.4鰈ﾙカ 綴&､ﾌﾎﾊ
黒曜石25．920．6 5．4 2．2棚雌諦片
黒曜石43．7 29．0 7．9 8．9ホ鋤力 綴6，つボハ
黒曜石48．024．8 8．0 7．1鋤 ポ鍋､邸丸､－鱸キズ
黒曜石43．327．9 10．6 12．9 惟紬､P-3Mt@Noll上齢
黒曜石40.1 24.4 7.3 7.0 "&､”ハ
黒曜石53．926．1 6．9 8．4棚雌總&力､賎に鮖硴瀞 12
黒曜石50.233.1 14.2 12.4 糊&､つぃ
頁岩 30.330.0 7.1 4.5 獅片
黒曜石44.2 20.1 8．6 5．2 綴&､つ,リハ
黒曜石36．625．4 6．6 6．3 總&､，‘ハ
黒曜石46．422．7 6．8 6．4棚鰹 13
黒曜石56.627.7 10.9 14.1 "&､つ“
黒曜石53．6 24．0 7.1 6.1棚鰹 14
黒曜石30．420.4 5.9 3.1 捕紬
黒曜石39．729．8 8．9 8．4棚雌燐部噸､－献鰍縦磁 15
頁岩 34.8 19.5 5.8 3．9鱸ル 燐部焔
頁岩 30.5 17.8 8.1 5．6 郷片
黒曜石46.833.1 11.71 15.0 XM､帥

14．7

~11．0

型皿乖

4．5

~7．2黒曜石
黒曜石
黒曜石

綴&､つ卿

郷醗噸､Rっから22．3

~41.3
黒曜石
黒曜石調轆

燐焔
總6，つ“

鋤力

黒曜石
黒曜石

7．9

~11.3 蹄片
蹄片4．5

~10．3 9．4

~4．6
黒曜石

~~黒曜石 36．2

~~29．2

０－２

４’ａ

43．3

~40．1

辨砺

黒曜石
黒曜石

“一邪

ｌ
４
出
一
Ｅ
Ｊ
ｌ
供
Ｕ
一
ワ
』

赫
識

遊
鰄

石
一
石

蔀
一
職

８
－
９
－
Ⅲ 磁
一
識
遜
識

11

皿
一
咽

磁
一
跡

Ｍ
｜
咽

磁
一
磁
一
識
慰
磁
亜
礁
亜
碓
亜
礁
稲

肥
一
Ⅳ
一
肥

旧
一
別

剛
一
奴
一
羽
一
別
一
妬
一
沁
一
”
一
肥
一
羽

礁
一
碓

聡
硬
硴

30

~31
犯
一
卵
一
Ｍ
｜
那
一
沁
一
師

砿
亜
確
壁
礁
礁
一
礁

犯
一
犯

礁
一
癩

㈹
一
伽

碓
亜
碓
一
龍

“
｜
棚
一
“
｜
妬

準
一
確
稲
一
誰

妬

一

奴

帆
一
岨

碓
一
聡

50
副
一
団
一
郎
一
別

石槍
石槍
礁
一
賑55
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表13 モンガクA遺跡出土剥片石器一覧（2） (単位は､mと9)

坐
諦
辨
調
辨
無
調
辨
辨
調
調

隼
岬
迩
刈
一
呼
一
“
｜
岬
一
加
一
岬
一
岬
一
岬
亜
唖
一
哩
一
恥
一
”
｜
坤
一
岨
一
蝿
一
燕
一
郷
皿
郵
一
畑
皿
郷
一
郡
一
郷
一
郡
一
蝿
一
郷
一
岼
一
岬
一
郷
一
伽
皿
岬
一
抑
一
郷
一
郷
皿
郷
一
批
一
坤
一
岬
一
岬
一
哩
画
岬

幅
25．7

28.0

29．8

24．2

29．4

16．0

20．1

15．8

25．7

26．1

14．1

13．8

20．4

19．6

27．4

26．1

27．1

21.9

30．5

25．8

31．1

21.2

32．1

43．1

23．4

20．5

25．2

29．5

24．2

18．2

26．6

26．4

25．3

20．6

30．8

29．2

41.3

28．6

31．4

11．7

21．9

37．5

26.1

21.1

26．6

26．7

26．7

28．1

44．4

16．9

21．4

18.5

9．3

26．6

21．6

重量｜形態 I 備 菱
1．5 甚紬
7．2鋤 總&､フ郷一鱸|ﾆｷｽﾞ
6．2 總&､榊鯉ボ
7.0樵ル 錦鵬､一ml二A嫡峨す
6．2 總&､つ伽

1.9 鏑片
6．4 甚鮴

1．8 綴&､榊趨部
7．4 ボ期.鮴
8．3樵ル 總&､“ハ
4．2 総'瑚燗
0．9 蹄片
3．7基繩‘ 剛雛溌わボハ
13.6つま州き ’間鵬緬加

總&､“ハ
総'瑚燗
蹄片
醐雛溌わボハ
間鵬緬加13.6

鼬
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
一
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ⅱ
｜
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
｜
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
｜
Ⅲ
｜
Ｉ

》
礁
確
魂
碓
碓
礁
礁
礁
礁
龍

釦
一
些
型
塗
塗
塗
泌

建
理
一
浬
一
邪
一
“
｜
弛
一
邸
亜
“
｜
“

嚇ド

妬

別

シ
酢
９
９
９
９
９
採
採
採

り
．
．
・
・
・
・
表
表
表

叱
一
砺
一
印 16

別
一
別 17
帥
一
団
一
団
一
岡
一
別
一
随
一
師
一
師
一
“
｜
胡
一
”
一
別
｜
”
一
理
刈
一
妬
一
布

率
一
審

ﾗｳﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ

間鵬輌加､鞠噸

8．9

~8．1
18

礁
一
龍

黒曜石

黒曜石表採
表採

15． 9

15･ 9

15．10

15．10

16． 8

16･ 8-26

17． 8

17． 8－51

17． 8－73

18． 9

19． 9

19． 9

20･ 8

20･ 8

20． 8

20． 8－54

20． 8－65

20･ 9

20． 9

21･ 8

21． 8－56

22． 8

22． 8

22． 8－01

22． 9

22． 9-13

表採
18． 9

20． 8-71

21． 8

表採
15． 8-38

16･ 8

16． 8

16． 9

17･ 8

17． 9

17． 9

17． 9

18． 8

18･ 8-88

18． 9

塑
型
塑
型
唖
塑
恥

石錐

削・掻器
黒曜石
頁岩

19

~4．6
加
一
皿器

器
器
器
器
器
器
器

掻
掻
掻
掻
掻
掻
掻
掻

●
●
●
●
●
●
●
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表14 モンガクA遺跡出土剥片石器一覧（3）
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グリッド
18．10-31

》
帥
師
帥
睡
郡
師
睡
帥
一
軒

鼬
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ

Ｉ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
｜
Ⅲ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

理
辨
轆
轆
》
諦
諮
轆
諮
諮
諮
諮
諮
諦
轆
轆
轤
調
諮
轆
諮
轆

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

_蛭
29．4

窪
“
一
郷
一
岬
一
鄙
一
坪
一
“
｜
“
｜
伽
一
班
一
伽
一
判
一
錘
一
叫
一
鋤
一
“
｜
獅
一
純
一
岬
一
郡
一
岬
一
恥
一
郷
一
岬
一
幽
一
岬
一
坪
一
雄
一
畑
一
ｍ
一
鋤
一
叩
一
蝉
一
郷
一
郷
一
蝿
一
佃
一
秘
一
輌
一
“
｜
血
一
Ｗ
｜
恥
一
釦
一
叩
一
皿
一
岬
一
轆
一
鋸
一
岬
一
郵
一
釦
一
秘
一
岬
一
岬
一
郷

崖
皿
一
晒
一
瓢
一
郎
亜
恥
諏
一
“
｜
弛
一
”
｜
郡
一
湘
一
恥
一
咽
一
“
｜
”
｜
岬

蘂
一
ｍ
一
唖
一
姫
一
恥
一
疵
一
“
｜
恥
邸
一
祁
一
叫
一
即
一
四
一
岬
一
準
一
邸

備 考 i箙
-M諦耐II
一鵬師I肛

剛瀦耐肛
一鱸背耐肛
一鱸緬I1I
剛瀦伽I
燐紬､－鱸緬加

形態No

~11l
19． 9

19･ 9

112

113

114

22．7

~17．1
哩
型
型
延
延
型
些
些
些
些
些
些
些
些
坐
坐
坦
坦
型
延
延
型
些
坐
坐
坐
坐
泌

22．

蝿
－
８
｜
蹄
一
椛
一
恥
－
９
－
８
－
８
｜
砕
一
郡
一
蝿
－
９
｜
咄
一
州
－
９
｜
蝿
－
９
｜
咄
一
８
－
８
｜
繩
－
８
－
卸
－
８
－
９
’
９

岬
一
唖
画
岬
一
坪
亟
坪
一
坪
亟
岬
一
郵
皿
輝
亟
唖
一
郷
一
獅
画
狸
一
癖
画
岬
巫
即
皿
唖
~
唖
岬
一
理
皿
岬
一
坪
一
聖
叫
画
抑
一
坤
一
池
一
岬
輌
一
郵
一
耐
一
狸
一
岬
皿
獅
一
獅
一
岬
一
蝿
一
岬
巫
郷

塾
延
坐
皿
冗
江
諏
亟
亟
面
面
盃
亟
瓦
諏
瓦
冗
矼
亦
亟
示

115

~116
117

118

119

120

一鱸願加､離腋M
一鵬緬加

閥鵬緬肥
燐鮴.醐繩､加
燐誠､総沁一賑師加

Ｒ
ｌ
Ｒ

Ｆ
ｌ
Ｆ121

~122

黒曜石

Ｒ

Ｒ
ｌ
Ｒ

Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ

一鵬閥耐肛､－鯛師伽I
燐'鞠焔､剛瀦耐肛

蝿
一
脚

燐紬､総‘一鵬背耐肛125

~~126
Ｒ
ｌ
Ｒ

Ｆ
ｌ
Ｆ

艸
一
伽
一
塊

6．8

~29．0
閥蛎緬MI

燐輌‘一鱸緬加
｜
ｗ
｜
蝿

Ｒ
ｌ
Ｒ
ｌ
Ｒ

Ｕ
ｌ
Ｕ
ｌ
Ｕ
ｌ
Ｕ
ｌ
Ｕ
｜
Ｕ
ｌ
Ｕ
ｌ
Ｕ

Ｕ
ｌ
Ｕ
ｌ
Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｆ

Ｆ

一鱸緬加7．8

~7．8
“
｜
恥
一
唖
一
Ｍ
｜
恥
一
塁
Ｍ
一
唾
一
脚
一
哩
一
湘
一
蛎
一
竺
皿
一
Ｍ
一
“
一
Ｍ
一
Ｗ
｜
“
｜
哩
叩
一
“
｜
皿

一鱸緬加､離片剛
一鵬】こ恥ボ

129

130

131

｜
型
型
型
型
型

~

一鵬】こ恥ボ
ー鱸】と恥ボ
ー鵬灰勵ボ
ー鱸】こ鮴＃

132

黒曜石
黒曜石

133

~134
一鱸灰勵峨
剛蜘こ剛,＃

砿】とﾋ猟
燐灰K城

霊
燕
一
辨
燕
燕
燕
悪
燕
一
辨
燕
羅
悪
率
悪
騨
一
評
蕊
燕
悪
一
評

石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石
一
石

135

136

137

138

139

型
睡
一
蝦 43
“
｜
晒
一
迦
一
抑
一
ｍ
｜
叩
一
睡
一
岬
一
睡
一
陣
一
恥
一
岬
一
皿
一
脚
｜
岬
一
抑
一
嘩
一
郷
一
唖
一
岬

一鱸灰勵ボ

ー鵬】と鮴＃
剛飼とK城

140

~141
9

22． 9

表採
表採

15･ 8

15． 9

16･ 8

16･ 9

17･ 9

17． 9

17． 9

18･ 8

19． 8

19． 9

剛罰こ恥#､離腋M
剛剛と勘＃

142

143

144

145

146

147

148

Ｆ
Ｆ
核
核
核

い
い
石
石
石

す
ず

滞
溌

を
Ｉ

｝
側
｝
Ⅱ

百

石

鼠

胤

に

に

｝
Ⅱ
一
冊

~
~
~

~
~
~

Ｉ

Ｉ

醒
砺

凹耐噸師峨す

-mlこ鮖耐砿す

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

磁
諏

幽
一
剛 す

計
す
ず
す
す
す
↑

蒋

勝

離

畷

勝

畷

勝

儲

↓
ん
＆
ふ
ん
巳
』
ん
４
も
〃
ｃ
今
生
ｃ
↓
ん
ｃ
↓
〃
＆

↓
●
弊
ｃ

一
面
山
｝
、
山
一
面
凹
型
一
両
川
山
一
面
仙
｝
、
山
一
、
山
一
、
凹

干
脂
仙
再

ア
』
恥
冴
テ
脂
卯
旦
一
鳥
岫
Ｈ
テ
ト
Ⅷ
門
干
吟
川
Ｈ
｝
吟
刎
Ｈ
予
縄
卿
円

匡
酬
歴
卿
匿
口
い
ぽ
画
雁
型
匿
岬
邸
匿
ロ
小
丘
回
呼
即
壷
画
呼
如
匿
哩
卯

ｋ

ｋ

ｋ

ｋ

ｋ

ｋ

ｋ

ｋ

｝
面
Ⅲ
閏

｝
、
山
一
面
Ⅲ
叫
一
面
Ⅲ
四
一
面
Ⅲ
皿
｝
ｍ
Ⅱ
四
一
ｍ
山
｝
、
山

一
二
二
五
五
一
一
Ｉ
二
一
四

44

碓
一
砲
亜
碓
亜
砺
磁
醗
一
碓
一
砺
一
砿

別
一
団

’
’
１

11．3

~67．3 妬
一
妬153

154

155

岬
一
皿
一
脚
一
，
一
岬

19･ 9

19･ 9 黒曜石
黒曜石師

一
ｍ

20． 8

20． 8-70

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

石
石
石
石
石
石
石
石

綱

鞭

畢

曜
曜
曜
曜
曜
曜

黒
里
へ
里
へ
里
へ
里
へ
里
《

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

Ｏ

４

６

３

７

９

９

６

~~~
８

８

８

８

８

８

８

８

８

黒曜石

黒曜石

Ⅱ

I

す
す

醗
峨

｝
Ⅲ
｝
Ⅱ

テ
ロ
テ
ロ

噸

順

一
Ⅱ
｝
Ⅱ

一

二

一

加
一
加
一
ｎ
一
旦
皿
一
迦
一
皿
一
〃

158

~159
15．6

~24．6
10.4

~43．9
47

四m噸晒峨す160

161

162

163

164

165

12.9

13．1

22．6

唾
岬
一
岬磁

一
砿

耐|こ願､砿す
す
す

峨
峨

｝
Ⅱ
｝
Ⅱ

テ
ロ
一
ｈ

噸

噸

苅

噸

12．6

~20．0
13．3

~28．5確
率 二，二鮖融諭19．0l16．5

40－



~

ご
lg
|g
ls
:i
s

謡|
塁|
屋に

｜
扇|
重|
屋
高
|=
|s
l_
|_
|_
』

’
畠 学
、

豊
洲 蔬 巾 ぞ 吐 ″ 守 工 廊 雲 津 圧 什 逵 平 創 弗 ｌ 郷 室

州 孟 巾 ~ 吐 ″ ・ ア 師 雪 圧 什 羅 創 弗 ｌ 岬

E|
91
s

｝ 、 の

］ 、 』

岸 、 、~
」 、 『

三 ○
|圏
に

三 ○
閏 、

二 重
一 『
』 、

E_
r,
ム

、
轡

t
や
旨

創 卸

計 計 岬 創

計 耐 岬 創
瀧 創|創

計 計 岬 創

計 計 峰 創

計 計 叫 創

計
|計
計

計
耐
計

岬
岬
峰

創
創
創

耐 計 岬 創

計 計 叫 創

計 計 岬 創

計 計 岬 創

叫 匡 創

叫 匡 創

叫 迄 創

罪
罪 闇

創 輔~
劃 燕

吐 創
鯛

創 副
劃
|酬
創

聯
鯲
|聯
蝋

創 燕
創 聯
創 燕
創 靹

創 繭
創 鳶

創 轆
創 蔑

創 蔑
ヰ 計 霧

慰

閏 昌 ● の － 』 、

匿
富
碑 一
函 。

罠 『
」 ｍ Ｏ 昌 つ

直
に

岸 、
旨
l
g
画 つ
画 ・
蛍 一
画 つ

[
･

［
‐

昌 司
扇
|局

碑 。
一 傭 、 ｏ 昌 一

畠 《
函 碑
障 画

冒 司

ｰ 罰
］ ⑫

畠 や
罠 』
』 『 。 』 つ

ｰ へ
］

昌 垣

ｰ －
ｺ

画 ‐ 巨 遥 フ
マ も

立 ‐ □ 漣 元

鮒 調
鮒 痢

餓 痢
鮒 調
州 葉

垣 Ｉ 罠 閏

ヨ
④ Ｉ 』 、

の
』 １ つ 閏

の
』 ’ 一 》

』 ｌ 《 具

ヨ
ｰ
｜
‐

』 １ ｍ ｍ

』 － ↑ ］

』 ’ 四 の

ロ
ロ
ｰ

四
‐

の
ｰ
ｰ
｜
④

や １ ｍ ↑

ヨ ー ョ の

の
ｰ

－
ｺ

の １ ， 胃

』 ’ 一 つ

ｰ

画 寄
函 昏

畠
宙

目
邑

眉
．

冒
臣

E
＝

－
1
目
自

国
’ 一 一
目

ー
胃

目
ｰ

畠
目
ー

畠
目
ｰ

弓
胃
目
目

目
胃
胃
ｰ

ｰ
ー

胃
ー

ー
目

ー

掛
脇

論
略 Ｅ 雄

略 Ｅ 雄

略 Ｅ 雌

鴫 Ｅ 雌
坐 飾
肺

用 Ｅ 旅

用 Ｅ 雌

鳩 Ｅ 旅

略 Ｅ 雄

略 Ｅ 雄

端 Ｅ 雄

端 Ｅ 旅

端 Ｅ 雌

略 Ｅ 雌

鴫 Ｅ 雄
詞誰

詳 笥 旅

細
|獅 轤
細 潟 創

細 驫 創

琴 飾
芽 旅

｡垣

穂
函 詞 輕 幸 雄

認 君 輕 零 咋

舜 君 塞 零 率

誌 昨~ ~
討 旅

ヰ 雌

、
F
ｰ
r

創 茸
誌 飾

創 糞
読 師

雌
雄

酋 樽 つ

今 』 ０ －

四 』 。 ↑

四 ｍ Ｇ ｝

』 稗 』 ０ つ

〕 つ 。 Ｄ 』

」 （ ） 』 Ｄ 碑

』 垣 樟 り つ

］ 画 つ ● 』

骨 』 切 り 』

轡 包 り ②

加 吠

』 四 》 Ｄ の

昌 画 閏 ● 罰

胃 』 罰 。 。

昌 画 つ り の

昌 岸 ⑰ 、 四

昌 一 切 り ヨ

一 つ や Ｄ の

』 つ の 、 酉

旨 四 』 Ｄ ］

』 》 碑 ０ ｍ

一 傭 ・ 『 ， （ ）

』 酌 Ｄ 一

《 『 Ｄ ヨ

、 『 Ｄ 包

や 、 、 碑

ｍ ｍ Ｄ ｍ

』 岸 ０ 、 『

、 『 切 り 画

』 碑 Ｄ ①

一 つ 、 ヨ

加 吠

⑤ （ ） Ｄ 、

ヨ の Ｄ ヨ

『 垣 、 』

酉 酋 ■ 』

『 の 、 』

』 の Ｄ 旨

』 『 Ｄ 』

ー P t由
一 切 ｏ 』

切 昌 ● つ

函 《 ｏ ↓
担 一

』 司 り 樟

』 』 、

吾 副
l
－ 旨

』 、 、 ⑫

一 切 り 可

《 、 、 』

↑ 《 ● ②

司 垣 Ｄ 』

『 包 り 一

』 画 、 ②

包 函 、 』

⑫ 』 ● の

『 の ● 《

四 の ● 』

句 司 ● の

当 つ ｏ 今

包 四 ● 」

毎 』 ● 』

『 つ 。 、

一 博 ０ ｍ
ﾖ畠

↑ 』 Ｄ 』

』 》 ． 』

② 』 ■ 、

包 つ ． の~
、 、 。 ①

切 画 、 （ ）

⑭ つ ● 、

⑮ 。 ０ 画

四 ｍ Ｄ 閏

四 コ Ｏ 閏

ｍ 』 ● 罠

博 つ り つ

』 《 り つ

、 ● 函

罠 函 ． 、

言 田
ﾛ！

個 岻

画 学 、 ↑

~ ‐ ■ ｰ

民 障 り の

｝ ↑ ０ 句
』 つ 』 Ｄ 』

｛ ・ 轡 ｏ ｃ

』 晨 晨 ０ ｍ

』 ・ 》 、 、

ニ ョ ｏ 、

旨
|ヨ

r､
al
ﾄー

四 ｍ 、 』

‐ ~ ● r
‐

四 』 Ｄ 』

』 ② Ｄ 『

』 、 ０ 句

』 』 ｂ 『
貴
自
営

洞
四 』 、 や

緯 ⑫ Ｄ 轡

博 司 ０ 碑

閏 Ｃ Ｄ 』

罠 、 Ｄ 』

碑 の り つ

画 つ ● ］

函 』 Ｄ ヨ

閏 』 ● 釦

《 。 》~
』 － ０ ヨ

、 Ｏ 』~
畠 － ， つ

一 《 ■ 閏

ｰ ■ ~

１ Ｊ

Ｏ Ｄ へ

』 Ｄ 碑

、 ■ 、

歯 、 の
側 伽

』 『 。 、

』 『 ■ 画

閏 、 Ｏ ヨ

nA
'

② り つ
胃 句 の （ ） つ

側 伽

《 《 今

。
､
I
C
p

届
|圏

』 ↑ （ ）

一 つ （ ）

一 重 、

曹 司 胃

争 罠 つ

』 つ つ

四 の 。

、 句 。

曹 司 ］

畠
』 昌 閏

四 四 四

碑 ② 四

』 ・ の

旨 昌 つ り 閏

ジ フ

ｃ ｏ ｏ

画 《 』
侶 信

画 《 一

一 ② 《 Ｄ 歯

、 司 り 。

《 』 、 』

１ つ ○

○ 卜 Ｄ 卜

忠 識

雪 、 ● （ ）

、 』 ● 《

罠 、 ｏ ・

函 司 り 』

酉 、 《

』 Ｄ の

閏 ， （ ）

』 ■ 』

捧 圭 壼 塞 ″ 害 壼 ヨ キ 雲 一

斗 錘 垂 グ ー 準 菫 酢 言 畔

奉 錘 垂 芦 川 卦 彗 嘩 言 畔 号

ｌ ヨ 畢 峠

毒 手
弓 華 毒 塞 ． 毒 垂 弓 手 塞 一

弓 雪 一 小 二 面

ｌ 琴 一 ｍ 琴 彗 嶽 彗

華 琴 手 ず い ヨ ー ハ ニ 罫

ｌ 準 一 ハ 琴 彗 壷

弓 鐸 一 恥 琴 彗 冨

Ⅱ 雪 一 価 Ｅ 一 冨 雲 グ ー 幸 一 ハ 琴 彗 画 ． ｌ 挙 云 毒

川 尋 一 “ い 〕 雪 《 Ｊ 一 室 壷

ｌ 雪 一 ハ ニ 壼

雪 垂 了 半 壷 畔 酎 堯

弓 鐸 テ ギ 号 畔 封 堯

】 啓 酢

ｌ 華 一 い 》 彗 冨

弓 鐸 子 羊 号 畔 罰 堯

隆 農 １ １

圭 琴 手

】 雪 程 》 ・ 露 雪 言 毒

吾 奉 害 幸

《 一 三 一 冨 琴 壹 澪 害 毒 垂

吾 宅 雪 弄
一 睡

】 奉 霊 姪

二 一 幸 幸 二

】 雲 言 垂

吾 聿 舜 討 一 一 曇

吾 菫 舜 雪 雲 ま ず 詞 華 言 塞

昏 菫 毒 詞 墨 畢

一 蕊 吾 奉 琴 一 小 雪 一 亭 一 露 ． 毒 雪 嶽 蓉 尋 雲 畢

昌 一 い ぎ 《 》 号 室 壼

い 雪 一 小 詞 酎 弓 毒 奉 ↓

川 雪 一 恥 詞 可 弓 》 謡 一

い 雪 一 ｎ 罰 司 弓 犀 畢 一

毒
毒

（ 毎 ． 守 昇 ヨ ョ 斤 己

昼 ， 喜 弄 昌 一 貸 二

蝋
州

、 碑
② つ~ ~

、 胃
、 の
、 』

雪
|認

望
』 』

、 、
、 《

｜圏
｜

｜圏
函 諜

《 の
国 葬

罰 つ



5． まとめ

モンガクA遺跡を含めた今ln1の調査は、昭和61年以来行われている広域農道に伴うもので発掘区は

モンガク丘陵を形成する舌状台地の一部を細長く横|断するように設定されている。丘陵上の遺跡全休

からみるとほんの一部について発掘したにすき．ないわけである。そのため遺跡の性格などについて考

えることは非常に困難であり、逓構・遺物の特徴について若干の考察を加えることによりまとめにか

えたい。

遺構について

発掘区の中央部付近、 19･8グリッドで縄文中期末の北筒式期の住居跡が一軒検出されている。この

住居跡は斜面に構築されていたため全休のl/2ほとゞしか捉えることが出来なかったが、プランはほぼ

円形を呈すると推測される。中央部には焼土粒を含むピットがあるが､明らかに炉跡と考えられるもの

は確認できなかった。 このことから住居跡の内部ではあまり長時間にわたって火が焚かれることは左

かつたと思われる。 また、床面からは、士器のほか多数の剥片がHII士しており、作業のための場であ

った可能性が考えられる。

住居跡の覆土からいくつかのフローテーションサンフ・ルをとり、 その分析をPROJECTSEEDSにお

願いした。 しかし、 フローテーション後のサンプルから現代のものと思われる籾殻が検出され、 これ

はサンフ°リングの時点で混入したと推測された。住居跡は耕作士の直下から検出され、付近の地|｣|の

ロームにもプラウの跡が観察されている。今後このように耕作の影響が遺構に直接およぼされている

可能|唯のある遺跡でのサンプリングには、一層の注意が必要であると思われる。

遺構としては住居跡のほか土壌が5基検出されている。このうちPit4、 Pit5は斜而の上部22･8グ

リッドで隣接して検出されている。規模も |而形も良く似たこのピッ |､は自然堆積を示していた。同

然堆積を示すピットとしては貯蔵穴、 いわゆるTピットなどが考えられる。 このうち、 Tピットにつ

いては規模、深さなどから可能性は極めて低いと推測される。 また、 ピット内から白色の骨の可能性

がある向然遺物が検出されているが、士層の状況から見て墓とは考えられずやはり、 なんらかの貯蔵

穴であると思われる。

住居跡のそばで検出されたPi t2から北海道式石冠が出土している。 このタイプの北海道式石冠は

通常、円筒上層式に伴う石器とされているが、今回の発掘区からはこの時期の土器は出土していない。

ただ、 Pit2は他のピットよりやや確認面が低く 、また覆土も火山灰を多く含んでおし) 、ほかの遺構

とは異なっていることから、やや旧い時期に構築された可能|生が高いと考えられる。

遺物について

住居跡から2個体の土器が復元されている。いずれも、縄文時代中期末の北筒式に含まれる土器で

ある （図12-1,2)。このうちlは口縁があまり肥厚せず､綾繰文が多用され、胴部が膨らむ器形である。

いわゆる、小島の沢1式（中村斎ほか 1975、宇田川洋1977） と良く似た特徴を有している。

また、 2は肥厚した口縁部から刺突が加えられた逆U字型の貼付帯が付せられており、やはり綾繰

文が多用されている。 こうした貼付帯は、道央部で北筒式に先行すると考えられる萩ケ岡4式にみら

れる特徴である （高橋正勝1982)。

道央部における北筒式の古いグループと考えられる小島の沢I式に近い特徴をもつ土器と、先行す

る萩ヶ岡4式の特徴をのこす土器がセットで出土したことは、二つの型式の過渡的な様栩を示す資料

として興味深い。

包含層からは内面に条痕文をもつ土器が出土している （図15-12～16)。地文の縄文、胎土、焼成、

口縁部の文様などから萩ヶ岡4式に含まれる士器であろうと判断したが、該期の土器群で内面に条痕

－42－



文が施文されていた例は管見の限りではみられないようである。

ただ、ほぼ同時期と考えられる道東部のモコト式土器の内面に、 しばしば草本類による擦痕や縄文

が施文されており、関連が考えられる （後藤秀彦 1979、藤本強 1980、佐藤訓敏 1983)。

しかし、モコト式については現在の段階ではその型式内容が十分につかめているとは言い難いため、

今後の資料の増加を待ちたい。
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1 遺跡の概要

本遺跡は、モンガクA･F遺跡の南東側、

モンガクの沢と中の川(冷水川)の間に沿って

延びる舌状台地先端部付近に位置する。今回

の調査区はこの舌状台地を横断するように設

定されている。調査区内の標高は32～37mで、

モンガクA遺跡よりもlOmほど、同F遺跡よ

りも20mほど高い。

本地点は、開拓以来一貫して畑地として利

用されており、近年はもっぱらブドウ畑であ

った。このため包含層の大半は、モンガクA

遺跡同様に整地や耕作によって攪乱されてお

り、一部にはブドウ棚のアンカーが埋め込ま

れたまま残されていた。従って、調査は遺構

の確認と遺物の収集が主眼となった。

確認し得た遺構は、 Tピット4基、石組炉

1基、土壌8基である。遺跡の営まれた時期

は、出土遺物からみると、旧石器時代、縄文

時代中・後期、続縄文時代後北期である。旧

石器時代及び縄文時代中期の遺跡の主体部は、

今回の調査地点から南東側に少し上がった部

分、続縄文時代及び縄文時代後期については、

舌状台地先端部に近いモンガクC遺跡側にあ

ると思われる。
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2 層序

I層表土（耕作土）

Ⅱ層黒色士（遺物包含層）

Ⅲ層暗褐色士（漸移層）

Ⅳ層黄褐色ローム （遺物包含層）

V層灰白色ローム

前述したとおり、本地点は大半が耕作によ

る攪乱を受けており、本来の包含層である黒

色土層（Ⅱ層)及び漸移層(Ⅲ層)は、 31．32．42

区などの傾斜がきつい部分に、流れ込みで厚

く堆積したものが残されているに過ぎない。

なお、 V層については一部の深掘りトレン

チや遺構の壁面で確認している。
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3 遺構

確認した遺構は、 Tピット4基(TP1～4)、石組炉1基、土壌8基(Pl～8)である。なお､工事立会

区でP－8が確認されたため、 その部分を発掘調査範囲に含めた。以下に遺構毎の知見を記す。

TP1 長さ （確認面での最大値、以下同じ) 247cm、幅52cm、深さ92cm。

32-41･51区で確認された。長軸方向はコンターに直交する。擴底面の半分以上が、地形の傾斜

に沿って傾いている。覆土の堆積をみると、壊底直上によくみられる黒色粘質土がない。これ

は掘開されてから程なく埋没が始まったことを示しているのであろうか。なお、覆土1層中か

ら縄文時代中期（Ⅲ群）の土器片1点（図29-1)が出土している。

土層注記 1黒褐色土(Ⅱ層)、 2ローム小ブロックを含む暗褐色土(Ⅱ＞Ⅲ＋Ⅳ層) 、 3若干の

暗褐色土を含む黄褐色ローム(Ⅳ＞Ⅱ ．Ⅲ層)、 4暗褐色土(Ⅱ＋Ⅲ層）

TP2 長さ208cm、幅31cm、深さ79cm。

51-90, 6100区で確認された。長軸方向はゴンターに平行する。墳底面は、両端が下がり、中

央部分が高く掘り残されている。 また、両端部はオーバーハングしている。覆土の堆積をみる

と、壊底直上に黒色粘質士の薄い層がみられる。なお、赤褐色焼土および焼土混じりの層が覆

土の半ばを占めているが、意識的に投げ込まれたものか、流入したものかは判然としない。遺

物は覆土1層中から黒曜石の剥片4点(149)が得られている。

士層注記 1若干のローム小ブロックを含む黒色士（Ⅱ層)、 2ロームブロック・焼土を含む暗

褐色土、茶褐色を呈す部分もある(I>m+Ⅳ層) 、 3ロームを含む暗褐色土(Ⅲ＞Ⅳ層) 、 4ロ

ームブロック(Ⅳ層)、 5赤褐色焼土、 6暗黄褐色士(Ⅳ＞Ⅲ層)、 7黒色粘質土(Ⅱ層、厚さ0．5

cm程度の薄い層）

TP3 長さ349cm、幅35cm、深さ73cm。

73-61.70区で確認された。長軸方向はゴンターに平行する。壊底面はかなりの凹凸がみられる。

また、両端部はオーバーハングしているが、 これは明らかに崩落によるものである。覆士の堆

積をみると、 TPl同様に壌底直上の黒色粘質土が認められない。遺物は、覆土1層中から基

部を欠いた石鍼1点(図29-7)が出土している。

士層注記 l若干のローム粒を含む黒褐色土(Ⅱ＋Ⅳ層)、 2黒褐色士を若干含む黄褐色ローム

（Ⅳ＋Ⅱ層) 、 3暗褐色士(Ⅱ．Ⅲ＞Ⅳ層) 、 4ローム細粒を若干含む黒褐色土、色調は1より明

るい（Ⅱ＋Ⅳ層)、 5黄褐色ローム(Ⅳ層）

TP4 長さ244cm、幅45cm、深さ92cm。

40-48･59区で確認された。長軸方向はゴンターに平行する。壌底面はほぼ平担である。一端部

はオーバーハングしているが、 これは崩落によるものである。覆土の堆積をみると、擴底直上

には炭化物を含むⅡ舟黄褐色土がある。遺物は出土していない。

士層注記 1黒褐色土(Ⅱ層)、 2暗褐色土(Ⅱ ．Ⅲ＞Ⅳ層)、 3若干の炭化物を含む暗黄褐色土

（Ⅳ＞Ⅱ ．Ⅲ層) 、 4暗黄褐色土(Ⅱ．Ⅲ＝Ⅳ層）

石組炉1 長さ(石組の外側)44cm、 |幅(同)35cm、深さ(確認面からの掘り方最大値)15cm。

。の字状に礫が置かれているが、本来は方形に配してあったものと思われる。横に浅いピット

が付属している。内に面した礫の表面はかなり焼けているが、炉内には焼土はみられず、付属

ピット中に確認されている。炉内を清掃した際に掻き出して、 ピット内に廃棄したものであろ

うか。遺物は、覆土1層中より柳葉形の石嫉1点(図29-8)と剥片・砕片54点(169)が出土して

いるが、 いずれも炉の廃棄後に流れ込んだものである。なお、炉石の計測値は表9に示した。
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士層注記 1赤褐色焼土、 l′焼土粒を含む略褐色士(Ⅲ層)、 2黒褐色士(Ⅱ層)、 3ロームを若

干含む時褐色士(Ⅲ層・埋土)、 4Ⅱ帝黄褐色士(Ⅳ＞Ⅲ層）

P－l 長さ （確認面での最大値、以下同じ) 62cm，幅44cm、深さ13cm・

確認面では楕円形を呈する。濱士の堆積をみる限り、 自然に埋没したものと思われる。遺物は、

覆士1層中から縄文時代中期(Ⅲ群b類)の士器片2点と、剥片・砕片14点(13g)が出士してい

る。土器片は2点が接合し、更に33区のI屑から出士した小片も接合した(図29-2)。また、同一

個体と思われる破片が61区から3点(図29-3～5)出土している。

士層注記 1黒褐色士(Ⅱ層) 、 2ロームを含む暗褐色士(Ⅱ ．Ⅲ＝Ⅵ層) 、 3暗黄褐色士(Ⅳ＞Ⅲ

屑）

P－2 長さ76c狐、幅66cm，深さ13cm｡

確認面では不整円形を呈する。立上りは明確な角度をもたないが、擴底面は長楕円形を呈する。

覆士の堆積は、 P－1同様流れ込みによるものと思われる。遺物も、 P－l同様に剥片・砕片

］1点(10g)が覆土l層中から出土しているだけである。

士層注記 l黒褐色士(Ⅱ層)、 2暗黄褐色士(Ⅳ＞Ⅲ層）

P－3 長さ64cm、幅61cm、深さ7cm。

確認面ではほぼ円形を呈する。確認し得たのは深さ7cmほどに過ぎないが、覆土1･2ともに黒曜

石の剥片・砕片が多量(443点･839)に含まれている。 また、縄文時代中期(Ⅲ群)の土器片1点

（図28-6)が出土した。

士層注記 lロームブロックを含む黒褐色士(Ⅱ＋Ⅳ層)、 2暗黄褐色士(Ⅲ＝Ⅳ層）

P－4 長さ63cm、幅59cm，深さ8cm｡

確認面ではほぼ円形を呈する。確認し得たのは深さ8cmほどであるが、 P－3同様に覆土中か

ら黒曜石の剥片・砕片14点(49)が出士している。 また、木葉形を呈する石棺の未製品1点(図29

‐9）が出士した。

士層注記 l ロームブロックを含む黒褐色士(Ⅱ＋Ⅳ屑)、 2暗黄褐色士(Ⅲ＝Ⅳ層）

P－5 長さ75cm、幅66cm、深さ16cm・

確認面は楕円形を呈する。P－3 ． 4同様に黒曜石の剥片・砕片529点(162g)が出土している。

P－3～5は、意図的に剥片・砕片を中に入れているものと思われる。なお、剥片類は各ピッ

トの周辺からも多量に出土しているが、 これらの大部分は、 ピット'三半部が耕作等によって破

壊された際に散乱したものと思われる。

士屑注記 l炭化物を多量に含む黒褐色士、 ローム小ブロックを若干含む(Ⅱ＋Ⅳ層) 、 2暗黄

褐色士(Ⅲ＞Ⅳ層）

P－6 長さ108cm、幅98cm、深さ70cm・

確認面は方形に近い平面形を有する。曠底部は二段になっており、覆土の状況も段の部分を境

に異なっている。すなわち、深い部分は炭化物を含む暗褐色土中に黒褐色土が斑状にみられる

もので、 自然堆積ではなく、人為的に埋め戻された可能性が強い。浅い部分はほぼ一様に黒褐

色士で、炭化物はみられない。壁面の状況などから、二つのピットの切り合いとは考えがたく、

浅い部分が先にあり、深い部分が後から掘り直されたものと思われる。出土遺物は、壁際に礫

2点(表18)がみられただけである。

士屑注記 1 ローム粒を若干含む黒褐色士（Ⅱ＋Ⅳ屑)、 2暗黄褐色士(Ⅲ＞Ⅳ屑）
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長さ78cm、幅44cm、深さ46cm・

伴出遺物がないため時期を特定できないが、長さ50cmを超す大型の礫2点(表]8)を立て並べた

ピットであり、配石遺構の一種と考えられる。

士層注記 1黒褐色士(Ⅱ層)、 2暗黄褐色士(Ⅲ＝Ⅳ層）

長さ146cm、幅140cm、深さ95cm。

所謂フラスコ状ピットで、擴底中央に浅い小ピッ I､をもつ。帰属時期は不明である。

士屑注記 lローム粒を含む黒褐色士(Ⅱ＋Ⅳ層)、 2暗褐色士(Ⅲ＞Ⅱ 。Ⅳ層) 、 3黄褐色士(Ⅳ

＞Ⅱ 。Ⅲ層)、 4ローム粒を含む暗褐色士(Ⅱ ．Ⅲ＋Ⅳ層) 、 5略黄褐色ローム(Ⅳ>m･vR)、

6 11iｷ褐色粘質士(Ⅲ層) 、 7炭化物を含むll肝褐色士(Ⅱ ．Ⅲ＞Ⅳ層) 、 8炭化物を含む黒褐色士（Ⅱ

層) 、 9炭化物・ローム粒を含む黒褐色士（Ⅱ層)、 10灰褐色ローム(W･V)W)、 1l暗黄褐色鮎

P－7

P－8

質士(Ⅱ ．Ⅲ>IV･VR)

~
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表17モンガクB遺跡遺構出土石器一覧

咽 遺構｜器種｜層位｜石材|"(mm)幅(mml "(mm)"(9) | 備 考 ｜賭l
1TP-3 石鎌職1黒曜石 26.1 10．7 2.4 0．5鞠焔 7
2炉－1 石鎌職1黒曜石 39．1 13．9 6，4 2．7鱸ル 8
3 P－4 石槍埋土黒曜石29．1 18.5 6.8 3．1樵ﾙ總&､つ脚| 9

表18 モンガクB遺跡遺構出土礫一覧

一
‐No遺構 層位｜石質|"(mm) |幅(mm) "(mm) |

1炉－1埋土安山岩 178 120.7 65.6
2炉－1埋土 安山岩216 143 65．2
3炉－1埋土安山岩195 137 52.5
4炉－1埋土安山岩189 132 51
5炉－1埋土安山岩198 110 74
6 P-6 Wf3安山岩195 160 90
7 P-6 Wt3安山岩195 125 110
8 P-7 Wt2安山岩555 205 145
9 P-7"2安山岩510 205 150

職2
~職2

重量(9)
1730

2310

1660

1460

1970

4700

3900

21300

19000 に
悪艸職杯0艫で､鞆噸して趾
No6岫側噸して趾
削加熊鵬卿噸いた樅酬士
擁っ
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4 包含層出土の遺物

土器

モンガクB遺跡からは625点の土器が出土した。今回調査されたモンガク丘陵上の他の二遺跡と同様、

耕作によって摩耗し小破片となっている。時期は縄文時代中期・後期、続縄文時代の土器が出土して

いる。他の二遺跡で見られた縄文時代早期の土器は出土していない。以下、分類別に記述する。

Ⅲ群土器（図30-1～14,図31-15～27)

縄文時代中期の土器である。 a～cの三群に細分したうち、柏木川式（ノダッフ．Ⅱ式を含む) ､北筒

式にあたるb類とc類が出土している。

b類（図30-1～14，図31-15～17)

lは器面にLR縄文が施文され竹管状工具による刺突が加えられている。 2は口唇が丸みを帯び、

口縁直下に刺突文が廻っている。器面は摩耗し赤褐色を呈している。 3は器面が赤褐色を呈し口縁直

下に刺突が加えられた帯状の貼付帯が廻り、 その下は無文になっている。内面は黒色を呈し指頭によ

ると思われる調整痕がみられる。 4は器面にLR縄文が施文され横位の平行沈線が廻っている。口縁

は波状を呈すると推測され、口縁直下には貼付文が設けられている。内面にはやや凹凸が残り横位の

調整痕がみられる。 5は器面の磨耗が著しい。 RL縄文が施文され横位及び斜め左からの沈線文が施

文されている。 6は縦位の貼付帯が設けられているが、一部剥がれている。貼付帯の左側には竹管状

工具による刺突が加えられ、内面調整は丁寧である。 7は口縁部に設けられた細い貼付帯とその直下

に縄線文が廻っている。 8は器面に羽状縄文が施文されて、一条の縄線文が施文された横位の貼付帯

が設けられている。内面には縦位の調整痕がみられる。 9はRL縄文が施文され、二条の縄線文が施

された帯状の横位の貼付帯が廻っている。 10は口縁の破片で、 、ﾄ縁で器面にLR縄文が施文されてお

り、内面には指頭による凹みがわずかに残っている。 11はLR縄文が施文された胴部の破片で、内而

は良く磨かれている。 また、器面に段をもつ。 12は口縁部が肥厚し二列の突引文が施文されている。

13は口唇部が破損しているが、肥厚帯に半裁竹管状工具による突引文が施文されている。 14はRL+

LR羽状縄文が施文されており器面はやや摩耗している。 また、縄文の変わり目がへこみ段になって

いる。

c類（図31-18～27)

18はRL+LR羽状縄文力掩文されておし) 、表面は炭化物が付着している。 19･20･22はいずれも

LR縄文が施文され、内面調整は丁寧である。 19は表面が一部剥落している。 21はRL縄文が施文さ

れ内外面とも摩耗している。 23はRL複節斜行縄文が施文されている。内面には指頭による調整痕が

見られる。 24～27は底部である。 24は底面が少し外側に張り出し、指頭による圧痕が0.7～0.8cm間隔

で加えられている。 25は底面がわずかに張り出している。 26は底面を欠く。 27は底面近くは無文であ

る。

Ⅳ群土器（図31-28～41)

縄文時代後期の土器である。モンガクB遺跡出土のⅣ群土器には比較的古い段階のb類、中頃のc

類･ f類、末頃の9類など数は少ないがほぼ満遍なく ,'+'!士している。

b類（図31-28～33)

28は器面にRL縄文が施文され、 その上から鋸歯状の沈線文が描かれており、内面は黒色を呈し斜

め方向の調整痕が見られる。 30は細めの原休によるRL縄文がやや乱雑に施文され、内面は黒色を呈

し、縦位に調整痕がみられた。 32は器面にLR縄文が施され横位の太い沈線が施文されている。内而

はよく解かれている。 33は平縁で外反し口縁の直下に沈線が一条施されている。器面にはRL縄文が
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施文されている。

c類（図31-34)

34は波状をなす口縁の破片で口縁直下に二本の平行沈線が施文されている。器面にはRL縄文が施

文され、口辱は丸みを帯びている。

f類（図31-35～40）

35は胴部の破片で、 よく磨かれた器面に平行沈線をひき、 その間に刻みを充填している。 36は平縁

で器面は磨滅が著しく文様は判然としない。 37は器面が摩耗しており、縄文が判然としない。破片の

上部には二本の横走する沈線と斜め左からの沈線が施文されている。 38も口縁部でLR縄文が施文さ

れ、口唇は丸みをおびる。 39は川部の破片でLR縄文が施文されており内而は良く磨かれている。 40

は無文の口縁部で表面の半分以上が剥落している。口唇も剥落している部分が多いが平縁である。表

面調整はあまり丁寧ではなく、かなり凹凸がみられる。

g類（図31-41)

41は胴部の破片で節の細かいLR縄文が施文されている。内面は良く磨かれている。

Ⅵ群土器（図31-42～50）

続縄文時代の土器である。なかでも後半期のいわゆる後北C2式土器のみが出士している。42は[~Ig

が細くとがり、波状をなす口縁に沿って二本の細い貼付帯が廻っている。貼付帯の直下には三角形の

刺突列が施されている。胴部にも弧状に細い貼付帯が設けられ、横位の縞縄文が施されている。内面

はよく磨かれている。44は表而がほとんど剥がれており、口唇直下に刻みをもつ細い貼付帯が施れて

いる。45は裏面が剥落しているが器厚は非常に薄いと思われる。表面には横位の縞繩文が施文されて

いる。47はややふくらみをもつ胴部の破片で、上部は剥がれていてよくわからないが下半には横位の

縞縄文が施文されている。48～50は同一個体である。無文でいずれもやや外反し、内外面ともよく磨

かれている。

識1割 Ｆ
も
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ノ
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図30包含層出土の土器(1)
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表19 モンガクB遺跡拓影掲載土器一覧

鍾
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皿
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土器時期別分布一覧表20
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石器等

石器等の器種・グリッド別の点数は次頁の表に示したとおりで、遺構外からの出土は46997点にの

ぼる。 このうち石器は366点で、その分布をみると、概ね標高36mのゴンターに沿って多く州土してい

る。 イllし、遺物のほとんどが耕作によって動かされた士の中からの出土であり、丘陵の尾根筋にあた

るX7～9ラインにあったものが、土地の均平化によって両側に移動している可能性を考慮する必要

がある。

石餓は39点(未製品13点を含む)の出士で、 このうち破損品が35点と大半を占めている。石材は全て

黒眼石である。形態は有柄凸基7点、同平基1点、柳葉形11点、不明20点である。図32-4～6･8～10･

14は、 いずれも未製品の例である。 これらをみると、 その制作手順は、 「忍路士場遺跡｣の報告壽でも

触れたように、先ず基部から一側縁にかけて剥離調整を施し、次に先端部を作出し、最後に残った一

側縁を整えているようである。柳葉形については、 いずれも五角形に近い形をしており、最大帳をも

つ部分を境にして、先端側の方が短いのが特徴である。

尖頭器は112点の川士で、このうち未製品が73点を占め、基部片あるいは先端部片・中央部片が31点

ある。石材は全て黒|鵬石である。形態は有柄In1基6点、柳葉形3点、木葉形1点、五角形4点、不明

98点である。図22-17はきれいな五角形を呈するものである。重量が2.99と軽く、石錬に分類すべきも

のかも知れないが、石鍍には同形態を呈するものがない。 18． 23は、基本的に五角形の範嶬に含まれ

るものと思われるが、基部が尖っている。 19は、かなり摩耗した部分(図中、 ドットで表示)とへ新し

い調整剥離部分とがみられる。より古い時期の、廉耗した尖頭器を再加工中に折れたものと思われる。

なお、 21 ．24などをみると、尖頭器も石鍼同様の手順で作成されているもののようである。

iIill ･掻器は24点の出土で、全て黒硴石製である。つまみ付きの例は、 N0.175のつまみ部片1点がある

だけで、切り出し状のものはない。ラウンドスクレイパーは、図32-33～35,図33-36.38の5点、エ

ンドスクレイパー(図33-37)が1点ある。

挟入石器は図33-39の1点のみの,'l',士である。

櫻形石器は4点の1'l '!士で、全て黒'曜石製である。断面形は、図33-40が凸レンズ状を呈ているほか

は、 3点とも文字通りの櫻形をしている。41は、加撃面である図の原石面を残す。

R･FIj:79点あり、石質は全て黒'服石である。図33-46･55は、つまみ付きの削・掻器未製破損品か

とも思われる。

U･Fは28点で、 R･F同様全て黒醗石である。図33-58.60･61･64は細石刃の可能性がある。

石核は41点の出土で.柄る。素材は、頁岩とメノウが各1点あるほかは黒唯石である。

図34-69以下は、旧石器時代に属する資料である。69はファーストスポールと思われるもので、 70~

72はスポールと思われる。 73． 74は細石刃、 75は石刃、 76～78は細石核である。

石斧は打製のものが1点(図34-79) 、磨製のものが3点(図34-80～82)あり、ほかに破片が7点出土し

ている。石材は泥岩4点、片岩6点、流紋岩1点である。

たたき石は13点が出土している。石材は安山岩が7点で、凝灰岩が4点、熔結凝灰岩・ メノウ質珪

岩が各1点ある。図34-83.85,図35-86はいわゆるトチむき石状の使用痕をもつものである。いずれも

偏平礫を素材としており、重量は126～138gと軽めである。ほかには、端部に使用痕をもつものが2例、

面部に使用痕をもつものが8例ある。重量は175～6559で、平均は363.6gである。

図35-92は、白然にあいた穴に、若干手を加えて整形していると思われるもので、垂飾として利用さ

れたものであろうか。
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表21 石器等分布一覧
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表22 モンガクB遺跡出土剥片石器一覧（1） (単位は､mと9)
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モンガクB遺跡出土剥片石器一覧（3）表24 (単位は､､と9)

Nol器種
111 1 石槍
112 石槍
113 石槍
114 石槍
115 石槍
116 石槍

1171 石槍
118 石槍
119 石槍
1201 石槍
121 石槍
122 石槍
123 石槍
124 石槍
125 石槍
126 石槍
127 石槍
128 石槍
129 石槍
130 石槍
131 石槍
132 石槍

133 石槍
134 石槍

135 石槍
136 石槍

137 石槍
138 石槍
139 石槍
140 石槍
141 石槍
142 石槍
143 石槍

144 石槍

145 石槍
146 石槍
147 石槍
148 石槍

149 石槍

150 石槍
151 石槍
152削・掻器
153削・掻器
154削・掻器
155削・掻器
156削・掻器
157削・掻器
158削・掻器

159削・掻器

160削・掻器
161削・掻器
162削・掻器

163削・掻器
164削・掻器

165削・掻器

162

163
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表26モンガクB遺跡出土剥片石器一覧（5）
(単位は､､と9)

鼬
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ⅱ
工
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
丁
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

時
犀
脹
‐
一芝

２
２
２
３
０
０
０
０
１
１
２
２
３
３
１
２
２
３
３
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
１
１
１
１
１
２
２
２
採
採
１
１
２
０
１
１
１
０
１
２
２
２
０
２
３
１

リ
・
・
・
・
．
．
．
．
．
．
・
・
．
．
・
・
・
・
・
・
．
・
・
．
・
・
・
・
・
・
．
・
・
・
・
・
・
表
表
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
・
・
・
．
．
・

グ
８
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
５
５
５
５
６
６
７
７
７
８
８
８
０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

種
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

■

●

●

●

■

Ｃ

●

●

●

●

●

●

●

●

■

●

●

●

●

●

●

●

旬

●

●

●

●

■

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

器
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
ｌ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ

量
Ｊ
β
β
Ｊ
〃
９
４
β
β
８
９
β
９
β
β
Ｊ
２
０
β
″
５
Ｊ
β
″
β
Ｂ
０
４
９
ｆ
ｊ
２
４
９
４
〃
４
０
０
β
β
〃
４
Ｊ
４
２
β
２
８
Ｊ
５
３
４
３
β

重
８
０
０
１
０
４
２
３
１
０
２
１
１
８
７
２
４
１
５
０
１
７
１
１
５
１
２
１
５
３
９
５
４
３
７
０
１
３
７
３
１
０
３
１
０
１
０
４
０
２
０
１
０
０
１

１

１

１

１

１

２

さ
β
〃
心
β
β
Ｊ
β
β
〃
β
褐
Ｊ
３
３
Ｊ
Ｊ
２
２
β
Ｊ
β
〃
〃
〃
３
Ｊ
β
４
〃
Ｊ
９
４
３
ｆ
９
２
ｊ
β
Ｊ
１
β
４
９
β
心
９
４
８
８
９
β
Ａ
β
〃
２

厚
、
３
３
３
３
４
３
６
０
２
５
４
４
７
２
５
９
４
８
３
４
９
９
３
７
６
４
３
４
７
６
４
７
５
１
２
５
７
７
６
３
２
４
２
２
３
３
６
２
５
２
３
２
１
４

１

１

１

１

１

１

哩
獅
哩
岬
皿
皿
坪
堀
唖
恥
岬
、
狸
岬
麺
蠅
皿
獅
皿
岬
嘩
坪
岬
郷
坤
蠅
恥
岬
唖
姫
岬
浬
郷
如
岬
岬
幽
皿
蝿
坤
理
岬
唖
睡
“
Ｍ
幽
皿
岬
岬
聴
皿
皿
岫
“
岬

垂
雫
砺
》

篁
岬
一
郷
一
坪
一
迦
一
唖
亟
辿
一
狸
一
切
｜
坤
迩
呼
一
郷
一
”
｜
“
｜
秘
一
蝿
一
睡
一
岬
一
睡
一
岬
一
町
一
岬
一
麺
亜
加
一
郷
一
蝿
一
坪
一
岬
一
坤
一
輝
一
坤
一
岬
一
郡
一
癖
一
籾
一
獅
一
蝿
一
雑
一
坪
一
坤
一
蝿
一
坪
一
恥
一
郷
一
蝿
一
湘
巫
町
巫
幽
一
“
｜
唖
一
”

叱
一
皿
一
”
｜
麺
一
麺
一
鉦
一
麺
一
ｍ
一
郷
一
ｍ
一
副
一
加
一
皿
一
醜
一
皿
一
祇
一
鉦
一
和
一
郡
一
却
一
刎
一
泗
一
狸
一
郡
一
蝿
一
獅
一
郡
一
獅
一
郡
一
細
一
和
一
画
一
獅
一
獅
一
籾
一
猛
一
郡
一
源
一
獅
一
籾
一
型
畑
一
睡
一
獅
一
畑
一
価
一
価
獅
畑
畑
加
加
加
、
加
妬

一鵬緬紅

鱸鮴緬紅
一鱸師加､鮒てい6
燐‘一鵬緬肥
類器想肋､一贈緬加
一鵬緬肥
一購諏瓶
一鵬諏紅
一鵬緬紅
一鵬緬紅
甚鮴－鵬緬加
一鯛緬胆
間鵬緬紅
焼緬紅

焼･一鵬緬加
焼･一§舗圃腿
燐･屑鱸施加
肩鱸緬紅

錦片､一鵬緬紅
鱸諦.廠加
焼耐に棚'旭
一鵬萠加

一鱸緬肥

蹄‘剛瀦､瓶､総つボ
ー蛎師加

織mI工
一鵬術紅
一鱸耐紅.縣
一鵬諏紅

黒曜石
黒曜石
黒曜石
黒曜石
黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石
黒曜石
黒曜石
黒曜石
黒曜石

黒曜石
黒曜石

黒曜石
黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石
黒曜石
黒曜石
黒曜石
黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石
黒曜石

黒曜石
黒曜石
黒曜石

黒曜石
黒曜石
黒曜石

黒曜石
黒曜石

黒曜石

黒曜石
黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石
黒曜石

黒曜石
黒曜石

黒曜石
黒曜石

黒曜石

黒曜石
黒曜石
黒曜石

51

52

53

ハ 54

１

噸

榊

紅

幟

慣
℃

語

旧

瞬

｝

、

Ⅱ

凹

諄

Ⅱ

皿

，

痂

汎

ハ

み

〃

、

鋤
加
癖
辮
幟
紅
瓶
呼
輌
琳

也
冥
」
需
側
凹
面
隅
隅
岬
、
国
皿
諄
Ⅲ
四
一
ｍ
四
一
閲
四
ｍ
い
』
巽
訓
蠅
デ
」

叫
旧
凹
北
周
回
畔
沖
叺
峰
額
叺
や
鯉
向
同
企
圭
頁
圃
如
月
同
』
馴
幽
辿
廿
昇
垂
而
刈
“

蜘
噸
職
跡
総
噸
総
誕
燭
繊

55

蜥
献

砥
砥

１
１

艫
鵬

一

一

献随灰

鰍
鰍
鱸
鰍
鰍
城

ぽ
ぽ
間
ぽ
ぽ
ぽ

デ

」

テ

」

も

ヂ

」

》

」

ア

」

Ｊ
Ｊ
片
Ｊ
Ｊ
Ｊ

鱸
鵬
輪
鵬
鵬
鱸

一

一

先

一

一

両

56

57

城ぽ

蜥
灰

砥
賎

１
－

鑑
鵜

鮖肋､一畷､両鵬】こⅨ城
間鱸】と陵蜥.蕊焔
鮖】肋､一§､間鵬】こ随鰍
紙】肋､二§､一鵬灰K蛾
一鱸】とぽ鰍

鎚
一
調
一
別
一
団
一
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表27モンガクB遺跡出土剥片石器一覧（6）

Nol器種｜グリッド
276 U･F 10． 2

277 U・F 11･ 0

278 U･F 11. 1

279 U･F 11･ 1

280 U．F | 12･ 1
281 U･F 12･ 1

282 U･F 12． 1

283 U・F 12･ 1

284 U･F 13･ 1

285 U・F 13･ 1

286 U・F 14･ 2

287 U･F 表採
288 石核 3． 1
289 石核 3． ~ 3

290 石核 4． 2
291 石核 4． 2
292 石核 5･ 0

293 石核 5． 1

294 石核 5． 1
295 石核 5． 1
296 石核 5･ 1
297 石核 5． 1
298石核 5． 2
299 石核 5． 2
300 石核 5･ 3
301 石核 6･ 0
302 石核 6． 1
303 石核 6． 1

304 石核 6･ 1
305 石核 6･ 2
306 石核 6． 3
307石核 7． 1

308 石核 7． 2

309 石核 7． 2
310 石核 8･ 1
311 石核 8･ 2

312 石核 8･ 2
313 石核 10． 3
314 石核 10． 3

315 石核 11･ 0

316 石核 11･ 1
317 石核 11． 1
318 石核 11･ 1

319 石核 11･ 3
320 石核 11･ 3

321 石核 12． 0

322 石核 12･ 1

323 石核 12･ 2

324 石核12． 2
325 石核 12･ 2

326 石核 13． 1

327 石核 13. 2
328 石核工事立会
329スポール5． 1

330スポール 5． 2

垂
》
需
轆
轆
謹
謹
轆
》

雫
》
》
》
藷
》

鼬
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
｜
Ｉ

建
坪
一
唾
一
坤
一
邪
一
岬
一
坤
一
獅
一
郷
迩
班

坤
一
獅
一
郷
一
堀
一
班

堕
一
唖
亜
抑
一
雄
一
岬
亜
皿
一
麺
一
加
一
“
｜
迦
一
“
｜
“
｜
叫
画
如
亟
哩
一
岬
一
岬
一
坪
一
獅
巫
岬
一
”
｜
岬
亜
岬
一
岬
一
坪
一
秘
皿
郷
一
郷
一
繩
一
恥
一
鐇
一
岬
一
郷
一
脚
一
郵
亜
郷
一
郷
一
岬
一
癖
一
岬
亜
岬
亜
岬
亜
郷
一
Ｍ
｜
岬

塗藝
旬
β
９
β
β
３
２
β
２
０
９
０
２
Ｊ
β
β
β
Ｊ
９
２
Ｊ
９
〃
Ｊ
Ｂ
２
Ｊ
刀
Ｊ
４
４
３
褐
３
Ｊ
β
９
石
２
ｐ
Ｊ
４
ｊ
〃
Ａ
２
β
β
２
０
β
２
Ｊ
過
且

重
７
０
３
８
０
３
２
３
６
２
８
３
６
２
７
３
８
２
３
９
７
９
９
２
６
２
３
２
８
３
０
３
８
６
２
６
８
６
９
８
９
９
５
２
６
１
９
０
９
７
５
５
１
０
３

１

１

１

１

１

１

２

４

１

１

１

２

１

１

１

２

１

１

１

２

３

３

２

さ
〃
３
２
０
Ｊ
β
β
“

３
β
β
心
２
２
刈
挫
息
β
渇
廻
９
２
掴
Ｊ
Ｊ
Ｊ
３
β
３
２
３
９
９
４
Ｊ
β
〃
姓
β
且
Ｊ
Ｊ
Ｊ

９
２
Ｊ
〃
〃
洞
４
β
Ｊ
Ｊ
９
〃

星
６
２
６
０
３
８
５
６
８
４
０
５
７
２
８
３
０
０
３
９
０
２
８
０
０
５
５
９
４
３
１
６
５
２
８
４
８
１
８
７
６
２
８
５
８
０
１
４
２
２
０
６

１
４
６

１

１

１

１

２

１

３

１

１

１

１

３

１

２

１

ｌ

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

ｌ

１

２

１

ｌ

２

１

２

３

備 考
燐'一鵬】砥峨､一鱸っ‘ハ
ー鵬灰恥ボ
ー鱸】と側峨

一鱸】ご恥ボ

ー鵬】とぽ城
撚靭こ恥＃
燐純一鵬】こ恥＃
一鵬ｶと恥ボ
ー鱸】と恥#､一賑う猟
刷駒こ瞭峨
一鵬灰恥淵
鮖肋､二§､醐馴と恥冊

唾
印

筆
需
塾
輻
錘
轆
》
》
調
轆
轆
諮
筆
轆
轆
詞
轆
調
轆
》
》
》
調
整
整
調
》
誕
轆
》
調
零
諮
諮

~63

一
錘
一
郡
一
郵
一
泗
一
加
一
岬
一
郷
一
岬
一
岬
一
郷
一
嘩
一
地
一
蝿
一
岬
一
坪
一
岬
一
坪
一
坤
一
坤
一
抑
一
岬
一
郷
一
却
一
坤
一
準
一
“
｜
迦
一
“
｜
岬
一
蝿
一
岬
一
輝
一
秘
一
皿
一
坤
一
郵
一
皿
一
岬
一
岬
一
錘
一
皿
一
Ｗ
｜
郷
一
掘
一
“

~64

-m噸砺醗す
閖
一
師

す
ず
す
す
す
す

爵
畷
礎
濡
侭
礎

を
を
§
を

を
を

｝
凹
一
皿
｝
Ⅱ
｝
Ⅲ
亨
皿
｝
冊

百
百
百
百
百
石

胤
胤
鼠
偏
屈
胤

一
』
幸
』
少
』
づ
』
タ
ー
グ
』

’

’

’

’

’

’

一
Ⅱ
｝
Ⅱ
｝
Ⅱ
｝
側
一
日
｝
Ⅱ

一

二

二

二

四

一

-m噸砺嫉す
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表28 モンガクB遺跡出土剥片石器一覧（7）
(単位は､､と9)

グリッドL鮒｜石材|長さ
5･ 2 1黒暇石36.4

6･ 1 1黒曜石44.6
5． 1 1黒噌石24.9
5･ 2 1黒曜石15.2
6． 3 l黒曜石39.2
5･ 1 1黒暇石16.3
5. 2-931Ⅱ 黒曜石46．7
6･ 1 1 1 1黒曜石|48.1

垂》

Nol器種
331スポール

332 スポール
333 細石刃
3341細石刃

335 石刃

336細石核
337 細石核
338細石核

奨
邸
亟
咽
一
岬
亜
、
画
“

塗
師
亟
皿
一
恥
亟
哩
画
地

重量1 遊態’ 値一 考
4．3

1．3

0.4 -#
0．2 二箇､焼畑
4．61 二闇､蹄焔
14．5

12．0

2．6

醗
刑
一
沌
一
乃
一
測
一
乃
一
布
一
万
一
羽

表29 モンガクB遺跡出土礫石器一覧 (単位､､と9)

No 器種｜グリッド|恥｜石材
1 石斧 ’ 3． 1 1流紋岩
2 石斧 3･ 1 1 泥岩
3 石斧 5･ 1 1 泥岩
4 石斧 6． 2 Ⅲ泥岩
5 石斧 6． 3 I 片岩
6 石斧 8･ 0 1 片岩
7 石斧 8･ 1 1 片岩
8 石斧 8･ 1 1 片岩
9 石斧 10． 1 1 片岩
10 石斧 11． 2 1 泥岩
11石斧 表採I片岩
12たたき石3･ 2 1安山岩
13たたき石4． 2 Ⅱ凝灰岩
14たたき石5． 1 1凝灰岩
15たたき石 5･ 1 1安山岩
16たたき石5･ 2 1 ﾒﾉｳ職
17 たたき石6． 3 1安山岩
18たたき石8･ 1-88Ⅱ鵬駅：
19たたき石9． 1 J I凝灰岩
20たたき石10． 1 1安山岩
2lたたき石10･ 1 1安山岩
22たたき石10･ 1 1安山岩
23たたき石10． 3 1凝灰岩
24たたき石12･ 3 1安山岩
25石冠此か9･ 2 1安山岩
26砥石片か 3･ 1 I 砂岩
27垂飾か 3･ 2 1安山岩
28珪化木 9･ 2 1
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5 まとめ

本遺跡からは、旧石器時代、繩文時代中・後期、続縄文時代後北期の遺物が出士している。時期別

にみると、縄文時代中期の資料は調査区のほぼ全域から,'l',士しており、量的にも最も多い。 これに対

し後期の土器片は南西側、後北期の土器片は中央部、 IH石器時代の資料は北東{lll1と、 それぞれ片寄っ

た出土傾向を示している。

遺構は、 Tピット4基、石組炉1華、土壌8基がある。このうちTピッ |､ 、石組炉、 P1～5は、

出土遺物などから縄文時代中期のものと考えられる。Tピットのうち、長刺1が等高線と直交する方向

にあるものはTP1のみで、他の3基のlを軸はいずれも等高線と平行する。 この4基のTピットを一

つの配列としてみた場合、舌状台地の東{1lll半分を取り巻くような配涜が想定される。この場合Tピッ

トは、台地の｜竜方に向かって更に多数が配置されているであろうし、発掘区の東側にみられる小さな

沢を越えて広がっていることも予想される。 また、石組炉及びPI～5を取り込むような形になって

いる点に着目すると、 Tピットの配列が或る種の生活域を示しているとも考えられる。

石組炉は、炉石の内面がかなり焼けているにも関わらず炉内には焼士がなく、炉石の外側に設けら

れたピット内にみられた。ある程度使用する毎に炉内からピットに掻きII I I｣したものであろうか。なお、

TP2の覆土にみられる焼土も、本石組炉内から廃棄されたものと思われ、 TP2の構築と石組炉の

使用時期とは、ほぼ同時期であると考えられる。

Pl～5は、 いずれも石組炉の近くに掘り込まれている。 このうちP1 ･ 2は不整な平而形を呈し、

覆土は流れ込みによる自然堆積の様ﾎⅡを呈している。 これに対し、 P3～5は、 いずれも円形に近い

平面形を有し、規模もほぼ似通っている。遺物は黒I1ｲ『1石の剥・砕片が殆どで、他には土器片と石棺未

製品各1点が出土しているに過ぎない｡ ことに顕著なのはP3と5で､前者は443点(839) ､後春は529

点(1629)の剥・砕片がピット内につまっていた。おそらくP3～5は、不要な剥・砕片類を廃棄するた

めに掘られたものであろう。

P6は、出士遺物が礫2点のみのために時期の特定ができない。遺構の項で述べたように、一度掘

って埋めたものを、更に深く掘ﾚ)直して再度埋めている。その際、最初の位置とズレがあったために

結果として渡底部が二段になってしまっている。 こうした例としては再葬された墓曠などが考えられ

るが、現時点では断定しがたい。

P7は、大型の礫を二つ立て並べた土壌である。礫には、 いずれも人為的な力II工はみられない。大

きさは極めて似通っているが、一つは角のない長楕｢rl礫(礫8)で、 もう一つはかなり角張ったもの

(礫9)である。どちらも本遺跡の近辺でみられるものではなく、大きさのよく似た、 しかも見た'1の異

なるものが選ばれて持ち込まれたものであろう。なお、礫8は北側に、礫9は南側に傾いているが、

掘り方を見ると、礫を据えた当初からそれぞれの方向に傾けていたようである。土器片などの遺物が

ないため、俄かに時期を特定することはできないが、繩文時代後期にみられる、 ストーン ・サークル

などの配石遺構に関連するものと思われる。余市平野周辺の丘陵地帯は、配石遺構の多い地域として

知られている(図35)。 しかし、 これらには時期の不明なものや、内容の不確かなものも多く、縄文時

代後期の配石遺構と思われるものは、忍路環状列石(NO.2)、地鎮山巨石記念物(3) 、西崎l｣｣ストーン

サークル(4) 、栄町3（28)、登町4（27) 、八|幡山(30) 、登町6（31) 、警察裏山(37)の八遺跡にある。こ

れらの遺構に共通するのは、見晴らしの良い丘陵上に設けられている点である｡｢忍路5遺跡｣の報告で

述べたように、配石遺構を設ける際の要件として、当時の集落を見下ろす方向に眺望が開けている点

が挙げられよう。本遺構の場合も、モンガクc遺跡側に集落があるとすれば、 まさに配石遺構の立地

条件に合致する。 ところで前記八遺跡の内容をみると、立石遺構とされている警察裏l1 1遺跡を除くと、
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立石と敷石、 あるいは環状列石である。 こうした配石遺構については、古くより様々な用途が取りざ

たされていたが、現在では、中央に細長い礫を立て、 その周囲に楕円礫を敷き並べた形態のものが菓

壌であり、環状列石は墓域を示すものと認識されている。 しかし、本遺構の場合は掘り方と礫の入り

方からみて、 それ自体は到底菓擴とは思われない。 また、礫が土壌内に完全に埋められている点から

して、単独で設けられたシンボルとは考え難い。今順lの調査区域外に主たる広がりをもつ配石遺構群

の一部と考えるのが妥当であろうか。

P8は、発掘区の南西端、工事立会区との境目で確認した。出土遺物はなく、帰属時期は明確では

ないが、縄文時代中期の所謂フラスコ状ピッ I､と思われる。この種の土壌が植物質食料の貯蔵穴であ

るならば、 それらの残片などが残されている可能性が高いと思われるので、壌底部の士を採取し、 フ

ローテーション法によって微細遺物の検出につとめた。 しかし、案に扣違して植物遺体は全く検ILII1さ

れなかった。このことをもって貯蔵穴の可能性が否定される訳ではないが、 この種の土壌の性格につ

いては、今後更に検討が必要であろう。

旧石器時代の資料は、細石刃とその石核、 スポールのわずか10点に過ぎないが、余市平野の縁辺部

では初めて確認されたものである。なお、登郷土誌には仁木町と赤井川村との境に所在する冷水峠付

近で細石刃の資料が採集されているとの記載があり、立地と環境(第I章、第4節)の項でも述べたよ

うに、黒雌石の原産地である赤井川カルデラ地域から、冷水峠を越えモンガク丘陵に至るルートが、

古くから開けていたことを示すものといえよう。
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図36配石遺構のある遺跡
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モンガクF遣跡Ⅳ
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ⅣモンガクF遺跡

1 遺跡の概要

本遺跡は、小沢を挟んでモンガクA遺跡の北側、舌状丘陵先端部付近の緩い傾斜地に位置している。

今|!'|の調査区内の標高は14～15mで、モンガクA遺跡の最も低い部分に相当する。眺望はモンガクA

遺跡ほどではないが、ほぼ余市平野の北半分を見渡すことができる。調査区周辺は、 リンゴ、ブドウ

などの果樹園として利用されており、果樹を支えるアンカーを埋めこむための溝などが掘られている

ため、包含屑が著しく攪乱を受けていた。 また、調査区南側の部分は、町道の拡幅工事によって基層

まで破壊されていた。 このため、調査はモンガクB遺跡同様に、遺構の確認と遺物の収集に主眼を置

くこととなった。

今同の調査区からは遺構は検出されなかった。遺物は全部で3555点出土している。 このうち土器片

が235点、石器等が3318点である。出土した土器片が縄文時代早期(I群)限られていることから、遺跡

の営まれた時期は同期に限定されるものと考えられる。なお、特徴的な石器として重量320～7409の

大型石錘があげられる。

2 層序

1層表土(耕作土）

11屑黒色士(遺物包含層）

Ⅲ屑 lliｷ褐色土(漸移層）

Ⅳ層黄褐色土

前述したように、調査区内は攪乱が著

しいため、遺物包含層である黒色士(Ⅱ

層)は､29区の一部にのみ残されている状

態であった。
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3 包含層出土の遺物

土器（図39）

今回の調査区からは235点の土器片が出土しているが､既に述べたとおり、長年にわたる耕作や果樹

のアンカーなどによる攪乱で、 いずれも小破片に摩耗しており、復元しえたものはなかった。時期は

全て縄文時代早期(I群）である。繩線文、短縄文、組紐圧痕文、繩端庄痕文、絡条休庄痕文なと、が

施文されるもの、縄文のみのもの、無文の三類に分けられる。

l～17， 30， 31は、縄線文、短縄文、組紐圧痕文、縄端圧痕文、絡条休圧痕文などが施文されるも

のである。 1は、 11縁部に横位の縄線文が施文されている。 2～8は、組紐圧痕文が横位に施文された

土器である。 2は器面が摩耗しており、組紐が深く押庄されている。 5は器面が赤褐色で、組紐庄痕

の|釿而が角形を呈する。 7．8は摩耗が甚しい。 9～13は、肺'一個体ではないかと思われるもので、 9は

RL縄文、縄端圧痕文、横位の組紐圧痕の順に施文されており、内面調整は丁寧である。 12は横位の

組紐圧痕文の下に、絡条休圧痕文が縦位に施文されている。 13は、 解耗が甚しいが、 12と|司様に組

紐庄痕文と絡条休庄痕文が施文されている。 14は、 摩耗が甚しいが、 縄端圧痕文の直下に緋|紐が抑

圧されている。 15は口縁部の破片である。口唇は、やや丸みを帯びた平縁で縄文が施されている。口

縁部には縄線文が斜め左tがりに施文されている。 16も口縁部の破片である。 ｜ﾃ1唇は丸みを帯びてい

る。器面には、縄線文が縦位に施文されている。 30， 31は、底部で短縄文が施文されている。

18～28は、縄文のみが施文された土器である。 18は口唇が肥厚し、刻みが加えられている。器面に

はRL縄文が施文されるが、 口縁直下は縄文が磨消されている。 18は、撚ﾚ)の方向の違う原体を用い

た羽状縄文が施文されている。 22～27は、斜行縄文が施文された土器である。 28は、縦位の貼付帯が

設(+られている。 29は無文のもので、器面が赤褐色を呈す。

石器等（図40～43）

石器等の器種・グリッド別の点数は表37に示したとおりで、総数3318点、 うちイ｢器が247点である。

,中I土した土器からも明らかなように、本遺跡が営まれた時期は縄文時代早期に限られており、石器類

も全て該期の資料と考えられる。

石雛は51点の出土で、 このうち未製品は5点である。石材は全て黒曜石で、形態は不明の29点を除

くと、有柄凸基が2点、木葉形が1点あるものの、柳葉形が19点と大半を占めている。柳葉形を呈す

ものの大きさは、長さ25mm～35mm、幅ldnm前後であり、長さに比して幅はほぼ一定しているようであ

る。従って、長さが短かめのものは木葉形に近い形態を示す。

尖頭器は36点が出土している。 このうち形態の判るものは木葉形の例1点のみで、未製品が4点、

破損品・破片が31点ある。石材は頁岩が7点で、ほかは黒唯石である。図38-10は未製品の例で、 B

遺跡の項で指摘したように、石嫉同様の手順で作成されている。

石錐は3点の出土である。 11は頁岩製で、腹面は先端から基部にかけて丁寧な調整がみられるが、

背面は一側縁にまばらな剥離がみられるだけである。

削・掻器は45点の出土で、石材は13点が黒曜石、 31点が頁岩、 1点がチャートである。今回の調査

を通じて、剥片石器の素材となっているものは圧倒的に黒曜石であり、頁岩製のものが黒曜石製のも

のを数量的に上回っている例はこれだけである。形態的には、つまみ付きの例が14点、木葉形が7点

ある。つまみ付きのものは、 いずれも縦長で、先端が切り出し状になっている。

挟入石器は5点を得ている。 27は、肉厚の側縁部に二カ所の挟りをもつもので、使用に際しては斜

めに持つ恰好になる。
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櫻形石器は6点の出土で、全て黒曜石製である。いずれも横長で、断面形が凸レンズ状を呈して

いる。

R･Fは53点あり、石質は頁岩が12点、黒朧石が41点である。

U･Fは24点で、石質は頁岩が7点、黒曜石が17点である。

石核は11点の出士である。素材は、頁岩が1点あるほかは黒曜石である。

石刃は破片2点が出土している。いずれも頁岩製で、 No235は一稜、 Nn236は二稜である。

石斧は、片岩と凝灰質砂岩製各1点がある。いずれも刃部・基部共に欠いている。図39-32の一側

縁にはすり切り痕が残されている。

石錘は7点を得ている。素材は、偏平な安山岩の円礫が5点で、 これらはいずれも長軸方向に打ち

欠き部を持つ。図42-38は、偏平な安'｣l岩の楕円礫を素材としたもので、短軸方向に打ち欠き部をもっ

ている。図43-39は、角張った凝灰岩の偏平礫を素材としており、長軸方向に打ち欠き部を持つ。

板状礫は破片が1点出土している。石質は安山岩で、厚さは25mmである。

台石は、安l ll岩の偏平円礫を素材とした小型のもの1点がある。

＃鋤〃劃剖釧 。劉蓄
…~

〃霧噺D
I I

1 2

7

ノ 1

1麺I 鐘鋤

一 錠型~寅雲

鋤繍城撫劉蜘‘ 辮蕗15

20

霧釧到、斑β総刀総
22 23

〃 参■， 足霧
1 1

図39包含層出土の土器
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表30モンガクF遺跡拓影掲載土器一覧

錘
咽
一
沁
一
皿

様薗雇詞“
1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

7 1

8 1

9 1

10 1

11 1

12 1

13 1

14 1

15 1

16 1

17 1

18 1

19 1

20 1

21 1

22 1

23 1

24 1

25 1

26 1

27 1

28 1

29 1

30 1

31 1

皿一皿泌一型

馳器形｜部位

I深鉢口縁部
Ⅱ深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
Ⅲ深鉢胴部
I深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
Ⅲ深鉢胴部
I深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
I深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
I深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
Ⅱ深鉢口縁部
Ⅱ深鉢口縁部
Ⅱ深鉢口縁部
I深鉢胴部
Ⅲ深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
Ⅲ深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
Ⅱ深鉢胴部
I深鉢胴部
I深鉢胴部
1深鉢 胴部
Ⅲ深鉢胴部
Ⅱ深鉢｜胴部

胴部
胴部
胴部
胴部
胴部

胴部
胴部
胴部
胴部
胴部
胴部
胴部

口縁部

口縁部

口縁部
胴部

認一趣

胴部

~胴部

識一繩識一識錘識

胴部

胴部

文

ﾛ駄徽0鱸文､ﾛ駄獅撫
徽0柵砿､翔灘

グリッド
2． 9

2． 9

2． 8

2． 9

2． 9-90

4． 9

3． 8

2． 9－91

3． 9

2． 9

3． 9

2． 9

2． 8

2． 8

2． 9

2． 9

3． 8

2． 8

2． 9－91

2． 8

2． 9－91

3． 8

3． 8

2． 8

3． 8

3． 9

4． 8

3． 8

3． 9

2． 9－51

2． 9

雛0蝋戚､緬雛､師に飢柳
鮒鋤‘縦0綱顧 沁
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鮒0蝋顧､ RL融､師}二凹凸 脇

一
頓
一
別
一
別
一
沁
一
弱
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鮒0柵砿､Mm"
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織り柵戚､蛎顧､緬靴､師に綴は翻灘
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表31 モンガクF遺跡出土剥片石器一覧（1） (単位は､mと9)

重量｜形態’ 備 考
0.1 郷片
0.4 甚紬

0．5鱸ル 燐'錦順剛〔い‘
0．3 燐紬
0．4 燐紬､伽〔}'6
0.5 総誠

1．4棚雌力總&､鞠榊
0．4 燐,郷蠅

1．4棚雌総.獅焔
0．8鱸ル
0．6 繊細
0．8 郷片

2｡1鱸’か 郷纐
0.3 %f@鍋順

燐,郷蠅
棚雌燐.鋤焔
孵『~

燐細
郷片

鱸ﾙカ 郷纐

燐‘鞠順

鱸ル

砿さ
』
掴
お
ふ
β
〃
２
６
β
１
８
β
８
３
４
２
β
Ｊ
洞
Ａ
９
心
β
β
Ｊ
″
β
β
２
Ｊ
Ｅ

９
９
Ｊ
３
４
２
４
掴
Ｊ
Ｊ
９
Ｊ
β
β
β
β

２
４
３
０

厚
１
２
２
２
１
２
３
２
４
３
２
４
３
２
３
３
２
３
３
１
３
１
３
２
３
２
２
４
３
４
１
２
３
３
３
２
２
２
５
２
２
２
４
２
４
３
４
２
２
３
３

１

↑
７
２
６

３

９

２

６

９

４

５

１

４

４

８

１

７

１

０

７

７

８

７

２

７

４

５

７

８

２

０

０

９

３

３

３

０

５

１

２

６

０

９

９

３

１

６

０

３

３

８

０

幅
互
艮
Ｌ
Ｌ
Ｌ
４
２
Ｑ
ａ
仇
ａ
２
ａ
Ｑ
２
ａ
ａ
＆
＆
孔
＆
＆
仇
ａ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
ａ
２
Ｑ
＆
＆
Ｑ
Ｌ
４
Ｑ
ａ
乱
ａ
Ｌ
Ｌ
４
Ｌ
Ｌ
２
ａ
４
４
＆
仇
仇

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１

１

１

3．5

~1．4

2．6

~3．1

3．9

~3.0

14．3

~8．3

型

癖

飛

磁

諭

識

識

識

磁

離

職

磁

珊

蹴

硫

他
１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
皿
哩
旧

No

１
’
２

醗
珊

皿
一
旧

甜
蛎
諮
軸
珊
緬
辨
轆
轆
轆
轆
諦
辨
鏑
軸
轆
轆
調
諦
輌
辨
轆
轆
認
調
諦
鞄
霜
諮
調
轆
諦
諦
轆
諦
軸
》
鍛
轆
轆
辨
轆
辨
轆
諏
鋤
勢
諮
湘
錨
諮
郷
州
蝿
州
一
識

馳
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ

Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
工
Ｉ
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表32 モンガクF遺跡出土剥片石器一覧（2）
(単位は､､と9)

M9器種｜グリッビ｣鼬L亘材［長_さ'一幅｜厚さ
56 石槍 2． 8 I黒曜石| 10.6 9.4 2.7
57 石槍 2･ 8 1黒曜石13.027.75．9
58 石槍 2･ 8 1黒曜石42.445.9 11.1
59 石槍 2･ 8 1黒曜石32．6 23．l 6.6
60 石槍 2． 8 Ⅱ 頁岩 19.6 18.7 6.1
61 石槍 2･ 9 1黒曜石23.8 16.7 6.1
62 石槍 2･ 9 1黒曜石24.41 17.3 6.5
63 石槍 3． 8 Ⅱ黒曜石48．436．2 10．4
64 石槍 3･ 8 1黒曜石21．7 15.3 4．7
65 石槍 3･ 8 1黒曜石25.230.0 6.4
66 石槍 3･ 8 1 頁岩 19.023.9 7.2
67 石槍 3･ 8 1黒曜石38．1 21．5 6．1
68 石槍 3･8 1黒曜石11.9 17.1 3.8
69 石槍 3． 8 Ⅱ黒曜石25．528．8 9．0
70 石槍 3． 8 1黒曜石36.016.2 6.0
7」 石槍 3． 8 Ⅱ黒曜石24.822.］ 4．Ⅱ
72 石槍 3． 8 1黒曜石17.733.6 6.2
73 石槍 3･ 9 I黒曜石31.6 16.6 6.0
74 石槍 3． 9 1黒曜石17．7 18.6 5.8
75 石槍 3･ 9 1黒曜石20.8 17.8 4.6
76 石槍 3･ 9 1 頁岩44｡835.7 6.8
77 石槍 3． 9 1 頁岩 20.0 19.6 7．6
78 石槍 4． 8 1 頁岩38.9 16．8 5.8
79 石槍 4･ 8 1黒曜石42.5 19.2 8.2
80 石槍 4･ 9 1 頁岩32.1 30.8 9.8
81 石槍 4･ 9 1黒曜石30.620.0 4.8
82 石槍 工事立会I黒曜石39．633．8 8．9
83 石槍 表採 I黒曜石35．931．6 6．6
84 石槍 表採 I黒曜石31.435.0 7.4
85 石槍 表採 I黒曜石37．330．8 9．9
86 石槍 表採 I黒曜石22.1 19.0 5.0
87 石槍 表採 I黒曜石47．625．3 8．8
88 石錐 3･ 8 1黒曜石26.8 12.0 6.8
89 石錐 3． 8－70Ⅲ頁岩56．0 24．5 7．7
90 石錐 表採 I黒曜石34.0 16．3 5．8
91 削・掻器 2d 8 1 頁岩66.625.7 5F~8-
92削・掻器 2･ 8 1 頁岩46.723.8 5.0
93削・掻器 2･ 8 1黒曜石18.720.8 2.9
94削・掻器 2． 8 1 頁岩 26.5 25.6 3．7
95削・掻器 2･ 8 1 頁岩 22.8 20.1 5.3
96削・掻器 2･ 8 1黒曜石24.7 17．0 7.4
97削・掻器 2･ 8 1 頁岩39.420.3 5.7
98削・掻器 2･ 8 I 頁岩 15.5 15.2 4.7
99削・掻器 2･ 8 I 頁岩30．6 18.6 7.7
100削・掻器 2･ 8 Ⅱ 頁岩 24.9 13.1 5S J
101削。掻器 2･ 8 Ⅱ 頁岩 20.4 12.9 4.5
102削・掻器 2･ 8 Ⅱ 頁岩 13.0 18.4 4.2
103削・掻器 2･ 8 Ⅱ黒曜石38.831.6 8.6
104削・掻器 2･ 8 Ⅱ黒曜石41.534.0 12.4
1O5削・掻器 2･ 9 I 頁岩39.2 19.1 5.6
106削・掻器 2･ 9 1 頁岩 18.6 16.5 4．0
107削・掻器 2･ 9 Ⅱ黒曜石21.7 12.0 4．0
108削・掻器 2･ 9 Ⅱ 頁岩46.9 27．2 9.5
109削・掻器 2･ 9-91Ⅲ頁岩 21．9 14.9 4.9
11O削・掻器3･ 8 1 頁岩 17.2 19.3 4.4
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表33 モンガクF遺跡出土剥片石器一覧（3） (単位は､､と9
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醐瀦耐I1
鯛|朔い加
総,一鵬耐･一鵬緬加
一蛎緬･一鵬緬加
総訓､燐‘剛師圃加

箙形態
うま州き
つま獅片

狸
“
一
睡
皿
岬
一
岨
亜
岬
一
岬
一
唖
一
狙
亜
岬
亜
“
｜
岬
一
恥
皿
岬
一
岬
一
脚
乖
一
岬
一
唾
皿
“
｜
“
｜
班
一
岬
一
皿
画
坪
亜
叩
一
繩
亟
坤
一
御

量
掴
Ｊ
〃
３
β

〃
４
β
″
Ｊ
β
Ｊ
Ｂ
Ｊ
３
Ｊ
９
９
心
β
″
Ａ
Ｊ
３
４
３
掴
β
β
β
心
９
１
Ｊ
β
掴
β
β
Ａ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
４
必

重
１
２
１
１
３
２
６
１
０
２
４
７
７
６
４
１
５
２
１
３
４
２
４
８
１
２
６
２
６
４
３
２
７
５
３
３
７
３
８
６
６
２
８
８
２
２
０

２

２

１

１

１

１

２

１

１

２

１

１

さ
β
９
３
３
３
８
３
９
２
２
Ｊ
忍
２
９
β
〃
β
２
β
β
３
β
心
心
β
２

β
Ｊ
Ａ
〃
β
β
洞
２
〃
１
０
掴
９
１
２
２
掴
Ｊ
β

心
β

厚
３
３
２
２
４
５
９
７
３
４
６
８
２
４
４
３
５
５
３
４
０
４
５
６
９
４

９
１
９
６
９
６
９
５
７
６
０
９
８
６

７
５
２
０
５
０
８

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

８

０

９

８

４

８

５

６

３

４

１

１

４

０

０

１

４

８

●
●
■
●
●
●
●
●

６

６

２

８

８

２

２

０

５

１

６

０

６

2．1

~
~
12．4

埜
詫
誇
雫
零

鼬
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

くｌ
シ
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
８
８
８
９
９
採

列
計
一
計

ル

計

卦

計

か

計

計

計

計

計

計

計

計

計

４

４

４

４

４

表 採

量_三
31.1

Nol器種

削・掻器
削・掻器

山
一
皿
一

25．4

~45．7 Ⅳ
｜
肥
一
四
一

器

器

器

器

掻
掻
掻
掻

肖
肖
肖
肖

１
１
１
１

●
■
●
●

一
噸
一
Ｍ
一
岬
一
雌

辮
一
識

削
師

削・掻器

恥
一
蝉
一
岬
一
坪
一
岬
一
脚
一
抑
一
蝿
一
狸
一
”
｜
岬
一
狸
一
獅
一
岬
一
岬
一
池
一
岬
一
畑
一
坪
一
也
一
岬

つま州き頁岩
黒曜石

削・掻器 ~20綴&､剛師mMI､一鵬焔

餅
つま獅片

黒曜石
黒曜石
頁岩
頁岩
頁岩
頁岩
黒曜石
頁岩
チャート

黒曜石
頁岩
頁岩
頁岩
頁岩
頁岩
頁岩

頁岩

黒曜石
黒曜石
黒曜石
黒曜石
黒曜石

黒曜石
頁岩
黒曜石
黒曜石
|黒曜石

ｍ
｜
咽 綴&､剛甑耐I1癖

彌

削
一
削削
削
削
削
削
削
削
削

９
０
１
２
３
４
５
６

ｌ
２
２
２
２
２
２
２

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

削

削

削

燐鮴醐瀦mII
燐紬.閥鵬緬肥
総紬､‐鵬緬加､一鵬ｷｽ
ｻｲﾄ･ｴﾝﾄｽｸﾚｲﾊｰ.郷噸

瀦舗､伽､総噸
総訓､間鵬緬加

・掻器
削・掻器

削・掻器
皿
一
塊

・掻器
削・掻器

削・掻器

つま州き

ﾎ魏力､間鵬緬加､剛てl'5
綴&､つま聯”細
剛瀦mII
総紬､剛瀦､加
二砺耐‘一鱸緬力肛

鶚
つま獅片

・掻器
削・掻器127

128

129

130

削・掻器l』

削・掻器
つま州き 23

－
削・掻器

甚献､－鱸緬I肛､一鱸噸削・掻器131

132

133

一鵬緬‘一鵬緬加､総噸
醐師耐1I､聯噸

つま州さ

採
採
採
９
８
８
８
９
８
９
９
９
９
９
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９

表
表
表
表
．
・
・
・
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
．

２

３

３

３

３

２

３

３

３

４

４

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

削・掻器

削・掻器

削・掻器

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
｜
Ｉ
｜
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

三潴mI1 別
一
一
妬
一
一
沁

134

135

136

總＆
~#ﾘ1ｶm

樺ル削・掻器

挟入石器
快入石器

迦
一
郡
一
“
｜
蠅
一
岬

棚1ｶm
棚1ｶm
#ﾘ1カ所
､ﾘ2ｶ，
二1つ“

二通“－1噸
二mつ,猟

-ml"
ー迦恥一m噸
三mっ“-,噸

137

央入石器138

~139 央入石器
”
｜
犯

挟入石器

７

０

１

９

９

２

３

３

●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

■
●
②
●
●
●
●
●

４

３

２

７

５

３

３

７

３

８

３

３

８

２

９

５

４

８

１

１

２

１

１

１

１

５

７

８

６

５

２

７

１

０

５

９

０

２

２

２

５

３

２

５

８

９

９

●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６

９

６

９

５

７

６

０

９

８

６

７

５

２

０

５

０

８

５

５

９

８

７

９

５

８

１

１

１

１

１

１

１

０

９

８

７

５

３

６

０

９

３

３

６

４

３

１

０

４

３

６

６

８

８

２

９

９

８

、
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

ｅ
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■

４

６

２

４

９

３

１

６

２

３

４

７

３

０

１

９

３

０

５

４

１

４

１

８

４

７

２

３

２

３

３

２

３

２

６

３

４

３

１

２

３

１

５

３

２

２

３

１

３

３

２

３

１

４

６

９

５

９

４

２

７

５

４

９

７

９

６

６

３

７

６

１

９

３

５

８

０

５

●
由
■
●
●
●
ら
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■

９

０

８

４

２

０

６

９

３

０

０

９

０

８

４

４

７

９

３

４

７

２

４

５

４

９

３

３

１

２

２

２

１

２

５

３

２

１

４

２

２

２

２

３

３

２

２

３

３

４

３

８

62．9

~33．3

13．4

~
~
20．3

理
雨

3．7

3．0

些
辿
些
汎

15．2

~4．3

140

模形石器141

142

143

144

模形石器
模形石器 二

29

三
櫻形石器
櫻形石器

黒曜石

黒曜石
黒曜石

145

146

147

喫形石器
R・F 一迦純､二m噸､梛硝か

一鱸緬I肛､総焔
一蛎耐燗い肌､総噸､馴
鱸紬､耐III

黒曜石
黒曜石148 Ｒ

－
Ｒ

Ｆ

Ｆ

~

黒曜石
黒曜石

149

~150 Ｒ
ｌ
Ｒ

F

~F 鵬紬､耐加
閥鵬師加､蹄焔

151

152

153

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ

Ⅲ
｜
Ⅱ
一
Ⅱ
｜
Ⅱ

Ｒ

Ｒ

ｌ

Ｒ

F

F

F

一鵬緬|粗い肥､－購う“
甚訓､耐|こMいⅢI､硴肋154

155

156

一鵬緬III
鯛IMMII､碓纈&力1
鯛'二棚ぃIII､樵’碓纈&カ

-M瀦耐11

Ｒ

Ｒ

F

F 黒曜石
頁岩157

158

Ｒ
ｌ
Ｒ

Ｆ
ｌ
Ｆ 藷

砺 甚鮴醐舗耐II
-m耐鮒l'111.二m噸､W’か

1591 R･F

黒曜石
黒曜石

160

161

Ｒ
ｌ
Ｒ
ｌ
Ｒ

Ｆ

ｌ

Ｆ

Ｆ

閥耐肛紬公
一
か
一
公

９
－
９
’
９

黒曜石 鯛噸l1肥､樵’碓總紬
三m耐|こ､い肌

162

三鮒黒曜石

頁岩

163

~~164
Ｒ
ｌ
Ｒ

Ｆ
一
Ｆ 一鱸緬l肛

惟師,一鱸萠加

抑
一
” 頁岩165I R・ F

－86－



’
州 望 巾 ミ 吐 含 呵 師 雪 圧 什 逵 ヰ 創 沸 ｌ 岬 倉 ）

岸 』 四

罠 』 《

胃 』 つ
畠
|農
|旨

画 つ 』

閏 つ 』

碑 一 博

画 。 」

Ｅ
』 一 つ

』 の 』

筐 ① 、~
旨 の 、 『

晨 垣 印

」 の 《

一 の 》

旨 四 一

｝ 』 の

昌 宝 室

旨 』 『

旨 学 、

』 四 ｍ

ｰ ｰ ~

冒 雷
』 『 垣

』 『 函

芦 ヨ ヨ

岸 司 、

旨 包 餉

』 『 』

胃 『 つ

胃 、 垣

一 句 壷

］ 、 、~
」 、 『

Ｅ
Ｅ

画 画 一

再 』 『

r
つ

一 m

画 罠 間

騨 旨 ］

碑 』 つ

障 。 ②

函 つ 、~
園 一 ヨ

画 。 ⑰

画 一 ら

岸 の 碑

一 『 』

岸 『 碑

ー ヨ ー

一 の 一
三 ○ 誰 繭

ロ
ご ・ 句

ロ
殉 ・ 甸

殉 ・ 句

詞 ・ 句

”
”

●

用 ~今
」

” ・ 司

殉 ・ 句

元 ・ 詞

詞 ・ 司

” ・ 司

門 汐
詞 ・ 司

” ・ 句

” ・ 可

ロ ・ 両

ロ
ロ
口
ご
ロ

●
●

司
司

ご ・ 司

ロ ・ 可

” ・ 甸

殉 ・ 司

殉 ・ 甸

”
● 甸

殉 ・ 司

” ・ 句

” ・ 句

殉 ・ 甸

”
” ・ 昂

”
両

” ・ 詞

殉 ・ 詞

殉 ・ 句

”
● 詞

殉 ・ 司

殉
詞

●
●

甸
甸

殉 ・ 句

ロ ・ 可

ご ・ 可

ご ・ 句

ロ
ロ
ロ

●
●

甸
司

ロ
口
ロ ・ 司

ロ ・ 司
句

司
園

甸
司

甸
田

句
甸

句
甸

甸
両

画 ⑳ ご 遥 一 〃

』 。 』

《 。 』

一 ． 』

《 ｏ 函

今 。 』

』 ｏ の

‐
』 ｏ の

函 ● 垣

』 ● 垣

四 ． の

』 ● 垣

四 ｏ の

』 、 や

』 ● の

』 。 の

四 ● 』

』 ● 』

四 。 』

』 、 』

四 ． 』

』 ● 』

》 ● 』

い 、 』

《 。 』

《 Ｇ 』

四 ． 』

四 ． 』

酉 。 』

》 ｏ 』

』 Ｏ 』

』 ● 』

い ● 』

轡 ｅ 垣

四 ． の

』 ● の

』 ● 垣

車 ● 』

轡 ● 』

』 ● 』

轡 ● 』

陣 。 ②

碑 、 』

“ ● 』

画 ● 』

函 。 』

閏 。 ①

閏 ． 垣

碑 ● の

函 ｏ 』

閏 。 』
州 痢
蝋

鮒 痢
口
画
I

函 昏
国

＝
雪
目

臣
宙
自
自
目

弓
国

自
目

自
目

目
＝

眉
。

~
:
＝
＝

』
＝
＝

弓
胃
畠
~

ｰ
目
胃

:
＝
二
畠

ー
目

胃
』
＝
二
ー

胃
冑
ｰ
l
ｰ
目

:
＝
二

ー
＝
ー

＝
ー

円
：
＝
＝
胃

＝
ー
目

ー
ー

ｰ
ー

細 嗣 創

細 潟 創

細 驫 創

細
刈

潟
昨

創

細 潟 創

犯
犯
潟
潟

創
創

瓶 潟 創

細 嗣 創

細 認 創

躯 潟 創

細 潟 創

細 漏 創

細 堀
細 潟 創

細 嗣 創

獅
犯
嗣
嗣

創
創

犯
細
潟
潟

創
創

細 嗣 創

細 嗣 劃

細 漏 創

細 驫 創

獅 潟 劃

瀧
細 嗣 創

細 潟 創

細 嗣 創

細 愚 創

細 潟 創

細 掘 創

細 驫 創

細 嗣 創

細 漏 酎

細 嗣 劃

細 嗣 創

細 潟 創

犯 潟 劃
鼎
難

細 愚 創

皿 飾
創 茸

皿 飾
皿 飾

刈 雄
皿 飾

皿 飾
凪 昨
皿 飾
凪 旅

測 飾
皿 飾

愚

創
創

一 切 ｏ 一

一 博 ｏ の

《 『 Ｄ 、

《 《 Ｏ 』

四 』 Ｏ 』

四 切 り 今

四 つ Ｄ ②

函 』 、 垣

切 重 ０ 画

⑰ 轡 ０ つ

四 雪 ● 、

』 『 ■ 『

函 障 り の

四 の ０ 口

西 垣 ０ ｍ

、 つ り の

四 』 Ｄ 』

』 の 、 句

四 《 Ｃ 』

四 』 ■ ］

函 南 Ｄ 『

、 《 Ｄ 垣

四 切 り 四

》 ］ ０ 《

四 四 ｐ ］

西 画 、 画

閏 切 り の

閏 』 ０ ｝

閏 』 ● 函

画 』 。 』

菌 ② Ｄ ⑦

画 冒 、 』

画 四 ０ 《

画 。 Ｄ 画

函 垣 Ｂ 四

画 』 Ｄ 《

函 函 Ｄ 、

画 つ り つ

閏 切 ● 『

函 閏 Ｂ ｍ

南 餉 、 。

閏 吻 ｏ 闇

画 の 、 』

凧 腓

函 四 ● 鞆

碑 障 り 』

樽 切 ｏ 』

画 一 ｏ 、

閏 『 ０ 四

岸 『 ， 。

ｰ 包 巳 ｰ

』 の 、 、

画 ② 、 』

ｰ ｰ ● ｡

岸 』 ｏ 函

』 垣 。 《

轡 つ 。 図

酋 包 。 、

印 画 Ｄ 画

函 四 ● ］

』 。 り つ

四 目 、 印

』 』 Ｄ 、

四 司 り ］

函 Ｃ Ｄ 今

酋 司 ０ 』

陰 順 に

冒 塵 ■ 畠

画 』 、 、

函 、 ■ 、

歯 ］ Ｄ 函

、 、 ● 画

酉 餉 ０ 垣

間 つ り 朝

菌 、 ０ つ

閏 つ り 函

画 包 り ②

閏 《 Ｄ 、

」 句 ● 』

函 つ ● ②

画 邑 、 句

閏 曇 り 』

』 、 Ｄ の

閏 酉 ０ 閏

閏 璽 Ｄ 』

閏 司 り の

萄 切 Ｄ 酉

函 『 Ｄ 』

轡 切 ● 画

博 ら 、 ②

博 塵 、 の

閏 、 。 ②

昌 画 、 ・

函 学 り つ

閏 『 、 』

閏 閏 、 、

函 障 ● 四

閏 』 Ｄ 、

閏 餉 ｂ ⑮

闇 、 ● 』

』 』 。 ⑫

』 『 Ｄ 』

』 ｍ ● 《

胃 、 ■ 、

昌 四 り つ

」 垣 。 』

閏 』 Ｃ 国

」 』 Ｄ 垣

二 、 ｰ

岸 の ● 《

畠 昌 、 』

ｌ ｍ Ｎ ｌ

詞 洞
』 い り 』

』 つ り 。

』 。 。 《

』 つ Ｏ 今

罠 つ ● 四

ｰ ｰ ● ｰ

ｰ ｰ D ‐

胃 つ り 印

』 』 Ｄ 酉

』 つ ● 閏

｝ ・ つ ０ つ

《 、 今

』 ０ つ

』 ０ つ

『 ， 四

、 Ｏ 』

② ｏ 樽

』 ｐ 、

m 0 ｰ

、 ｏ 閏

』 ０ ｍ

《 ０ 』

↑ ‐ 』

の 、 』

『 ｏ 》~
、 、 」

② ０ 四

ｰ ● ｰ

、 、 』

ｍ ｏ ｍ

の Ｄ 、

の Ｄ ざ

② Ｄ 一

』 ０ ｍ

『 Ｄ 』

《 Ｄ 印

③ ０ の

③ ● 閏

『 ■ 一

『 Ｄ ｍ

ｰ D ｰ

酉 ● 、

、 ０ つ

印 ● 垣

司 り 画

酉 ■ ー

ｍ ｅ 函

③ ０ つ

② 、 、

閏 、 の

画 ■ 四

閏 、 一

碑 、 『

画 ■ 』

碑 ０ の
M
'

《 画 り つ

側 剛

一 蟻 画 ● 』

罠 つ り 四

岸 』 。 ・

閏 ● ⑰~
」 つ り 』

』 、 ‘ 』

昌 一 Ｄ 』

岸 、 Ｏ ヨ

一 つ ０ 閏
51

:
』 』 、 垣

ｰ P ｰ
曇 り ら

、 ● 函

『 ● つ

、 ● ↓

｡ ● ｰ

四 ０ つ

陣 ‐ い に

峰 ド 吟

の Ｄ 』
引
曽
ｰ O、 ~

》 Ｄ ｍ

、 ● ヨ
:に

』 ● の

』 Ｄ 四
豊
に

つ り 《

ｍ Ｄ ｍ

つ り 雪

』 ■ 』

② Ｄ 四

つ ■ 、

画 ● 』

函 、 』

ｰ ■ ｰ

目 ● 胃

閏 Ｂ ②
属
|臣

目 ● 今

』 り つ

ｰ ● 句

］ 、 、

』 ● 』

』 、 閏

ｰ 、 ‐

』 Ｄ 閏

~ 患 職

誇 華 雪 手 ． 忌 雪 彗 目

ｌ 奎 郵 蝶 尋 雪 目 〃 毒 一 ｝ （ 一 一 宇

摩 ． 当 墨 一 言

ｌ 塞 郵 ヨ ョ 雪 Ｈ 、 癖 謹 言 毒

岸 畦 卜 岸 感 吟

璋 郵 雪 手 ． 雷

李 準 一 郷 麩 一 一 ． 弓 言 Ｈ ” 癖 謹 言 毒

雲 弄 ． ｌ 直 Ｊ 塗 彗 ． 霊 塞 郵 幸 手 号 一

川 邑 酷 弓 薑 目 ・ 詳 轄 墨 封 壷 器 堆 津 》

套 葬 雪 手 “ ヨ ョ ー 小 雪 一 一 言 Ｈ

奉 手 ， 。 雪 言 目

ｌ 雲 郵 司 割 ・ Ｉ 垂 郵 垂 弓 書 目 ・ 誇 琴 言 毒

雪 毒 雪 弄 彦 電 一 二 一 Ｈ

癖 雪 手 ． ｌ 垂 郵 】 向 壼 彗 堯

誇 鐸 ・ Ｉ 垂 郵 》 内 軍 彗 堯

癖 奉 手 ？ １ 章 蕊 】 耐 壼 壹 堯

雪 套 郵 】 耐 壷 壹 堯

ｌ 雲 嘩 】 耐 堯 彗 堯

許 準 雪 手 ． ｌ 塞 郵 》 耐 盈 壹 堯

1
1

壼
巖

冑
冑
暮
雲

堯
堯

‐ Ｌ 垂 郵 雪 内 霊 彗 堯

誇 挙 雪 エ グ ー 垂 郵 》 〆 再 彗 琴

琴 弄 ？ 雲 垂 奉~
弓 垂 郵 】 向 毎

癖 雪 Ｊ 』 一 言 〃 誇 奉 ロ ー 垂

誇 琴 雪 詐 ． 率 弓 薑 Ｈ

ｌ 套 郵 雪 雪 雲 月 ゞ 誇 奉 言 壼

ｌ 塞 郵 酷 国 髻 目 ・ 誇 準 言 塞

誇 舞 ロ ー 垂 郵 司 雪 薑 Ｈ

塞 手 ″ 詮 一 一 弓 弓 彗 目 ゞ 司 壷 器 輝 垂 手 善

塞 蕊 謹 手 ” 圭 司 雪 目

毒 弄 ・ 司 弓 言 Ｈ

ｌ 垂 郵 醍 尋 言 Ｈ

誇 華 雪 弄

許 華 酷 雪 雪 Ｈ

ｌ 垂 郵 弓 雪 彗 Ｈ 〃 誇 誌 ・ 癖 聖 言 壷

垂 蕊 雪 キ ジ ヨ ヨ ー 小 壷 一 一 言 目

癖 雪 手 グ ヨ 垂 郵 コ ヨ ー 恥 謹 一 二 一 Ｈ

弓 罎 郵 鵡 司 書 Ｈ

ｌ 垂 郵 】 耐 壼 雪 堯

弓 崖 郵 】 耐 霊 晋 一 堯

ｌ 雲 郵 】 廊 壼 彗 堯

澆 菫 ． 塁 琶 農 莫

ｌ 塞 郵 】 内 壼 言 堯 ． 率 一 （ 一 一 四

ｌ 臺 鈍 】 耐 霊 雪 奏 ． 誇 華 ・ 曄 啓 匿 歴

ｌ 套 郵 】 耐 霊 彗 堯

誇 奉 雪 幸 グ ー 雲 郵 》 向 霊 言 堯

誇 華 雪 手 “ ｌ 垂 郵 】 内 霊 言 堯

弓 雲 郵 】 内 壼 登 美

ｌ 唇 垂 尋 薑 Ｈ 〃 １ 国 言 壼

~
ｌ 雲 郵 鵡 司 言 い ［ ． 誇 琴 言 壼

ｌ 邑 塞 一 一 劃 弓 雲 Ｈ ・ い 眉 言 塞

~
Ｉ 雲 郵 酷 雪 一 二 月 誇 華 言 垂

雲 郵 司 弓 ・ Ｉ 垂 率 》 昌 言 Ｈ

罰
壼 郵 ヨ ョ 言 月

臣
{
|
＝
｛

Ｆ 澪 巨

彗 堯
』 盾 阻

薑 Ｈ
垂 燕 麦 垂

（ 乞 呼

琴 一 一 （ 一 一 》

二 一 二 弐 再 ヨ ョ ト 幸 ）

欝 騨 摩

鮒

＝

|
’
画 零



表35モンガクF遺跡出土剥片石器一覧（5） (即位は､mと9 )
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4 まとめ

モンガクF遺跡は、既に述べたように遺跡の保存状態があまり良好ではなかったため遺構なと、が検

出出来なかった。時期は、出土した土器から縄文Hf代早期後半の東釧路Ⅲ式の頃と考えられる。石器

で最も特徴的なものは、安山岩の偏平な礫を打ち欠いて作った比較的大型の石錘の存在である。石錘

自体は縄文時代早期末葉の石器群の中で、 それほど珍しいものとは言えないが、 これまで300～7009

の重量の石錘ばかりが出土した例はあまりみられないようである。石錘の重量の違いはこれまでもし

ばしば指摘されているように、用途と密接に関係していると考えられる。

この石錘の重量分布については、すでに二階堂啓也氏による三石町ショップ遺跡の重量分布の研究

がある(二階堂啓也 1988)。ここでは二階堂氏の示したデータをもとに、モンガクF遺跡のほか、縄

文時代早期から中期にかけてのいくつかの遺跡を比較してみたい。

縄文時代早期の東釧路Ⅲ式期の遺跡である釧路市桜が岡2遺跡から出土した石錘は、最大155.99 、

最小33.89で、平均769であり、重量分布をみてみると50.1～60.09に37点とひとつのピークをもつ

ぼか、 70.1～80.09に31点のピーク、 100.1～110.19に18点のピークがみられている （西幸隆、松田

猛、蝦原真奈美ほか 1988)。この桜が岡2遺跡の資料は、束釧路Ⅲ式に伴う石錘の標準的な例とみ

られるが、本遺跡の石錘の重量(300～7009 ）とはかなり異なっている。なお、同じ早期でも暁式が出

土している帯広市暁遺跡では、 1983年度の調査で、第4地点のスポッ |､3 ･ 5から13点の石錘が出土

し、 その平均重量は2509とやや本遺跡に近い値がでている （佐藤訓|敏、北沢実 1985)。

縄文時代前期の綱文・中野系土器には、石錘が大量に伴出することが知られているが、静内町ショ

ップ遺跡では、出土した894個の石錘のうち完形品581個の平均重量は227.59で、最大は1333.89 、最

小は9.69であった。二階堂氏はこの581個の石錘を、 709以下の小型、 80～2209 , 230～3909 の中

中型、 4009以上の大型の三型四種に分類している(二階堂前出)。

縄文時代中期前葉の円筒I層式に伴う石錘としては、礼文島上泊3遺跡で338個出土しており、最大

重量4360.09 、最小11.29で、重量分布から10.0～59.99 (6%) 、 60.0～259.99 (79%)、 260.0～

809.99 (13%)の三郡に分けられた(森岡健治 1984)。

さて、二階堂氏が示したショップ遺跡の重量度数分によるグループ分けを、上に示した釧路市桜が

岡2遺跡、礼文島上泊3遺跡のデータにあてはめてみると、縄文llf代早期の桜が岡2遺跡は多くが小

型と中型で構成されている。 また、中期の上泊3遺跡は中型が大部分を占め、大型が次いでいる。

立地からみると、桜が岡2遺跡は小河川に面しており、 l冤泊3遺跡は海に面している。内陸の小河川

と海での漁という違いが、石錘の重量に現われているのだろうか。この点からみると、モンガクF遺

跡の石錘が、中型から大型のグループ．あたるのは極めて興|床深い。

二階堂氏は、石錘の重量について80～3909の中型のものは内湾型、 4009以上の大型のものは外洋

型の漁網錘ではないかと指摘している。モンガクF遺跡の場合、 その全てを調査した訳ではないので

即断はできないが、縄文時代早期には、古余市湾を形成していたとみられる余市平野を一望できると

いう立地からは、小河川の網漁より、内湾型あるいは外洋型の漁法が想定されるであろう。
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